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�

障
障

発
０

３
３

０
第

��
号
�

障
精

発
０

３
３

０
第

��
号
�

老
計

発
０

３
３

０
第

��
号
�

平
成

�
�
年

３
月

�
�
日

�

（
一

部
改

正
）

障
障

発
第

�
�
�
�
�
�
�
号
�

障
精

発
第

�
�
�
�
�
�
�
号
�

老
計

発
第

�
�
�
�
�
�
�
号
�

平
成

�
�
年

７
月

�
�
日

�

（
最

終
改

正
）

障
障

発
�
�
�
�
第

１
号

�

障
精

発
�
�
�
�
第

�
号

�

老
認

発
�
�
�
�
第

２
号

�

令
和

３
年

�
�
月

�
�
日

� �

�

�

各
�

�
�
�
�
�
�
�

民
生

主
管

部
�
局

�
長

宛
�

� �

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

障
害

福
祉

課
長
�

（
公

印
省

略
）

�

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

精
神

・
障

害
保

健
課

長
�

（
公

印
省

略
）

�

厚
生

労
働

省
老

健
局

認
知

症
施

策
・

地
域

介
護

推
進

課
長
�

（
公

印
省

略
）

�

� �

市
町

村
長

に
よ
る

成
年

後
見

制
度

に
基

づ
く

後
見

開
始

の
審

判
等

の
請

求
に

係
る

基
準

等
の

基
本

的
考

え
方
及

び
手

続
の

例
示

に
つ

い
て

�

� �

老
人

福
祉

法
（

昭
和

�
�
年

法
律

第
�
�
�
号
）
第

�
�
条

、
精

神
保

健
及

び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
�
�
年
法

律
第

�
�
�
号

）
第

�
�
条

の
�
�
の

２
及
び

知
的
障

害
者

福
祉

法
（

昭
和

�
�
年

法
律

第
�
�
号
）

第
�
�
条

に
基

づ
く

市
町

村
長

に
よ

る
後

見
等

の
開

始
の

審
判

請
求

（
以

下

「
市

町
村

長
申

立
て

」
と

い
う

。
）
に

関
し

て
は

、
｢
民

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

施
行

に
伴

う

関
係

法
律

の
整

備
等

に
関

す
る

法
律

に
よ

る
老

人
福

祉
法

、
精

神
保
健

及
び

精
神

障
害

者
福

祉
に

関

す
る

法
律

及
び

知
的

障
害

者
福

祉
法

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
｣
（

平
成

�
�
年

３
月

�
�
日

付
け

障
障

発
�
�
�
�
第

�
�
号

、
障

精
発

�
�
�
�
第

�
�
号

、
老

計
発

�
�
�
�
第

�
�
号

厚
生

労
働

省
社

会
・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
障
害

福
祉

課
長

、
社

会
・
援

護
局
障

害
保

健
福

祉
部

精
神

保
健

福
祉

課
長

、
老

健

局
計

画
課

長
連

名
通
知

）
及

び
｢
｢
民

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

施
行

に
伴

う
関

係
法

律
の

整
備

等
に

関
す

る
法

律
に
よ

る
老

人
福

祉
法

、
精

神
保

健
及

び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法
律

及
び

知

的
障

害
者

福
祉

法
の
一

部
改

正
に

つ
い

て
｣
の

一
部

改
正

に
つ

い
て
｣（

平
成

�
�
年

７
月

�
�
日

付
け

障
障

発
第

�
�
�
�
�
�
�
号

、
障

精
発

第
�
�
�
�
�
�
�
号

、
老

計
発

第
�
�
�
�
�
�
�
号

厚
生

労
働

省
社

会
・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
障

害
福

祉
課

長
、

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
精

神
保

健
福

祉
課

長
、

老
健

局
計

画
課

長
連

名
通

知
）
に

お
い

て
、
市

町
村
（

特
別

区
を

含
む

。
以

下
同

じ
。
）
の

手
続

を
示

都
道

府
県
�

市
�
町

�村
�

�

し
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
�

�
し

か
し

、
対

象
者

の
現

在
地

と
居

住
地

、
援

護
元

が
異

な
る

な
ど

複
数

の
市

町
村

が
関

わ
る

場

合
に

い
ず

れ
の

市
町

村
が

成
年

後
見

審
判

の
請

求
を

行
う

か
の

申
立

基
準

が
示

さ
れ

て
い

な
い

こ

と
や

、
虐

待
事

案
等

迅
速

な
対

応
が

必
要

な
場

合
の

親
族

調
査

の
あ

り
方

な
ど

に
つ

い
て

課
題

が

指
摘

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

令
和

２
年

度
に

｢
成

年
後

見
制

度
に

お
け

る
市

町
村

長
申

立
に

関
す

る
実

務
者

協
議

｣
を

開
催

の
上

、
検

討
を

行
い

、
令

和
３

年
３

月
�
�
日

付
け

で
｢
成

年
後

見
制

度
に

お
け

る
市

町
村

長
申

立
に

関
す

る
実

務
者

協
議

の
取

り
ま

と
め

」
（

以
下

｢
取

り
ま

と
め

｣
と

い

う
。
）

を
公

表
し

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

�

�
今

般
、

取
り

ま
と

め
を

踏
ま

え
、

上
記

通
知

を
全

部
改

正
す

る
こ

と
と

し
、

市
町

村
長

申
立

て

基
準

及
び

虐
待

事
案

等
に

お
け

る
親

族
調

査
の

基
本

的
な

考
え

方
を

示
す

と
と

も
に

、
市

町
村

長

申
立

て
の

手
続

の
例

示
を

別
添

１
及

び
２

の
と

お
り

見
直

し
た

の
で

、
御

了
知

の
上

、
関

係
機

関

等
に

周
知

を
図

ら
れ

た
い

。
�

な
お
、

本
通

知
は

法
務

省
民

事
局

と
協

議
済

み
で

あ
る

こ
と

を
申

し
添

え
る

。
�

�
ま

た
、

本
通

知
は

、
地

方
自

治
法

（
昭

和
�
�
年

法
律

第
�
�
号

）
第

�
�
�
条

の
４

第
１

項
の

規

定
に

基
づ

く
技

術
的

助
言

と
し

て
発

出
す

る
も

の
で

あ
る

。
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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�

記
�

１
�

市
町

村
に

お
け

る
成

年
後

見
開

始
の

申
立

事
務

に
つ

い
て

�

成
年

後
見

制
度
は

、
私

法
上

の
法

律
関

係
を

規
律

す
る

も
の

で
あ

り
、
本

人
、
配

偶
者

、
四

親

等
内

の
親

族
等

の
当

事
者

に
よ

る
申

立
て

に
基

づ
く

利
用

に
委

ね
る

こ
と

が
基

本
と

な
る

が
、
判

断
能

力
が

不
十

分
な

認
知

症
高

齢
者

、
精

神
障

害
者

及
び

知
的

障
害

者
の

う
ち

、
身

寄
り

が
な

い

場
合

な
ど

当
事

者
に

よ
る

申
立

て
が

期
待

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
も

の
に

つ
い

て
、
当

事
者

に
よ

る
審

判
の

請
求

を
補

完
し

、
成

年
後

見
制

度
の

利
用

を
確

保
す

る
た

め
、
こ

れ
ら

の
者

に
対

す
る

相
談

、
援

助
等

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

過
程

に
お

い
て

、
そ

の
実

情
を

把
握

し
う

る
立

場
に

あ
る

市

町
村

長
に

対
し

、
審

判
の

請
求

権
を

付
与

す
る

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

。
�

ま
た

、
判

断
能
力

が
不

十
分

な
認

知
症

高
齢

者
、
精

神
障

害
者
及

び
知

的
障

害
者

の
う

ち
、
身

寄
り

が
な

い
場

合
な

ど
当

事
者

に
よ

る
申

立
が

期
待

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
も

の
に

つ
い

て
の

権
利

擁
護

の
た

め
の

支
援

策
と

し
て

は
、
市

町
村

長
申

立
て

に
基

づ
く

成
年

後
見

制
度

の
活

用
の

ほ
か

、
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
の

活
用

も
考

え
ら

れ
る

こ
と

、
さ

ら
に

、
身

寄
り

の
な

い
認

知

症
高

齢
者

等
は

、
老
人

福
祉

法
第

�
�
条

の
４

又
は

第
�
�
条

に
基
づ

く
市

町
村

の
措

置
等

の
対

象

に
な

り
う

る
こ

と
を
申

し
添

え
る

。
�
任

意
後

見
契

約
が

登
記

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

原
則

と

し
て

当
該

契
約

が
優

先
す

る
こ

と
に

な
る

。
�
任

意
後

見
契

約
に

関
す

る
法

律
第

�
�
条

�
�
�

な
お

、
成

年
後
見

制
度

と
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
と

の
関

係
に

つ
い

て
は

、
「

民
法

の
一

部

を
改

正
す

る
法

律
等
の

施
行

に
伴

う
地

域
福

祉
権

利
擁

護
事

業
の

実
施

上
の

留
意

点
に

つ
い

て
」

�
平

成
�
�
年

�
月

�
�
日
社

援
地

第
�
�
号

厚
生

省
社

会
・

援
護
局

地
域

福
祉

課
長

通
知

�
を

参
考

に
さ

れ
た

い
。

�

� ２
�

市
町

村
長

の
審
判

の
請

求
に

お
け

る
留

意
事

項
等

に
つ

い
て

�

�
１

�
�

申
立

書
に
つ

い
て

�

申
立

書
に

つ
い

て
、
家

庭
裁

判
所

で
用

い
ら

れ
る

書
式

例
�
別

添
３

�
を

参
考

ま
で

に
添

付

す
る

。
な

お
、
実

際
の

申
立

て
に

当
た

っ
て

は
、
そ

の
提

出
先

が
後

見
・
保

佐
・
補

助
の

開

始
の

審
判

を
受

け
る

者
の

住
所

地
を

管
轄

す
る

家
庭

裁
判

所
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
記

載
方

法

等
に

つ
い

て
は

、
管

轄
の

家
庭

裁
判

所
に

確
認

さ
れ

た
い

。
�

�
２

�
�
�
審

判
の

請
求

に
要

す
る

費
用

に
つ

い
て

�

審
判

の
請

求
に

あ
た

っ
て
は

、
印

紙
代

�
後

見
又

は
保

佐
開

始
の

審
判

の
申

立
て

は
�
�
�

円
、
保

佐
又

は
補

助
開

始
の

審
判

の
申

立
て

と
同

時
に

代
理

権
付

与
又

は
同

意
権

付
与

の
審

判
の

申
立

て
も

す
る

と
き

は
�
�
�
�
�
円

、
保

佐
又

は
補

助
開

始
の

審
判

の
申

立
て

と
同

時
に

代
理

権
付

与
及

び
同

意
権

付
与

の
審

判
の

申
立

て
も

す
る

と
き

は
�
�
�
�
�
円

�、
登

記
手

数

料
�
後

見
・
保

佐
・
補

助
の

開
始

の
審

判
の

申
立

て
に

つ
い
て

は
�
�
�
�
�
円

�
、
送

達
・
送

付

費
用
（

納
め

る
べ

き
郵

便
切

手
の

額
に

つ
い

て
は

、
管

轄
の

家
庭

裁
判

所
に

確
認

さ
れ

た
い

）
、

鑑
定

費
用

等
の

費
用

負
担

が
必

要
と

な
る

。
ま

た
、
後

見
等

の
開

始
後

に
は

、
後

見
等

の
事

務
を

行
う

た
め

に
必

要
な

経
費

や
成

年
後

見
人

等
の

報
酬

等
の

費
用

負
担

が
必

要
と

な
る

が
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

、
本

人
が

負
担

す
る

こ
と

に
な

る
こ

と
。

�

�
�
３

�
�

成
年

後
見

人
等

の
候

補
者

に
つ

い
て

�

申
立

て
に
当

た
っ

て
は

、
適

当
な

成
年

後
見

人
等

の
候
補

者
が

あ
る

場
合

に
は

、
こ

れ

を
申

立
書

に
記

載
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

が
、

家
庭

裁
判
所

は
、

成
年

後
見

人
等

の
選

任

に
当

た
っ

て
、

�

・
�
成

年
被

後
見

人
等

の
心

身
の

状
態

並
び

に
生

活
及

び
財

産
の

状
況

�

・
�
成

年
後

見
人

等
と

な
る

者
の

職
業

及
び

経
歴

並
び

に
成

年
被

後
見

人
等

と
の

利
害

関
係

の

有
無

�

�

・
�
成

年
後

見
人

等
と

な
る

者
が

法
人

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
事

業
の

種
類

及
び

内
容

並
び

に

そ
の

法
人

及
び

そ
の

代
表

者
と

成
年

被
後

見
人

等
と

の
利

害
関

係
の

有
無

�

・
�
成

年
被

後
見

人
等

の
意

見
�

・
�
そ

の
他

一
切

の
事

情
�

を
考

慮
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。
�
改

正
後

の
民

法
第

�
�
�
条

第
�
項

�

、
第

�
�
�
条

の
�
第

�
項

及
び

第
�
�
�
条

の
�
第

�
項

�
�

市
町

村
長

の
審

判
の

請
求

の
際

に
成

年
後

見
人

等
の

候
補

者
を

申
立

書
に

記
載

す
る

場
合

は
、

例
え

ば
、

認
知

症
高

齢
者

、
精

神
障

害
者

及
び

知
的

障
害

者
の

う
ち

、
社

会
福

祉
施

設

に
入

所
し

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
当

該
施

設
の

施
設

長
や

当
該

施
設

を
経

営
す

る
法

人

を
成

年
後

見
人

等
と

す
る

こ
と

は
本

人
に

と
っ

て
利

益
相

反
に

当
た

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と

に
留

意
す

る
こ

と
。

�

�
�
４

�
�
医

師
の

診
断

書
に

つ
い

て
�

補
助

開
始

の
審

判
の

際
に
必

要
と

な
る

医
師

の
診

断
書

に
つ

い
て

も
、

最
高

裁
判

所
事

務

総
局

家
庭

局
作

成
の

書
式

例
�
別

添
４

�
を

参
考

ま
で

に
添

付
す

る
。

�

�
５

�
�
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
の

積
極

的
な

活
用

に
つ

い
て

�

成
年

後
見

制
度

の
利

用
に

要
す

る
費

用
に

つ
い

て
補

助
を

受
け

な
け

れ
ば

成
年

後
見

制
度

の
利

用
が

困
難

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
に

つ
い

て
、

知
的

障
害

者
及

び
精

神
障

害
者

に

つ
い

て
は

、
「

地
域

生
活
支

援
事

業
の

実
施

に
つ

い
て

」
（

平
成

�
�

年
８

月
１

日
障

発
第

�
�
�
�
�
�
�
号

厚
生

労
働

省
社

会
・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
長

通
知

）
に

お
い

て
、
高

齢
者

に

つ
い

て
は

、
「

地
域

支
援

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
」
（

平
成

�
�
年

６
月

９
日

老
発

第
�
�
�
�
�
�
�

号
厚

生
労

働
省

老
健

局
長

通
知

）
に

お
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
（

以

下
「

利
用

支
援

事
業

」
と
い

う
。
）
と

し
て

成
年

後
見

制
度

の
申

立
て

に
要

す
る

経
費

及
び

後

見
人

等
の

報
酬

に
つ

い
て

補
助

の
対

象
と

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
�

各
自

治
体

に
お

い
て

は
、

補
助

を
受

け
な

け
れ

ば
成

年
後

見
制

度
の

利
用

が
困

難
で

あ
る

者
に

対
す

る
権

利
擁

護
の

観
点

か
ら

、
事

業
の

積
極

的
な

活
用

を
図

ら
れ

た
い

。
�

�

３
�

市
町

村
長

申
立

て
の

対
象

者
の

住
所

と
居

所
が

異
な

る
市

町
村

で
あ

る
場

合
に

お
け

る
申

立

基
準

の
原

則
�

�
１

�
�
申

立
て

を
行

う
市

町
村

に
つ

い
て

�

市
町

村
長

申
立

て
に

当
た

っ
て

は
、

対
象

者
の

権
利

擁
護

支
援

が
迅

速
に

行
わ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

本
人

の
利

益
が

尊
重

さ
れ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

市
町

村
長

申
立

て
を

行
う

市

町
村

は
、

本
人

の
状

態
像

や
生

活
実

態
を

的
確

に
把

握
し

て
い

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と

や
、

施
設

所
在

地
へ

の
申

立
て

の
過

度
の

集
中

を
防

ぐ
観

点
も

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ

れ
ら

の
観

点
を

総
合

的
に

踏
ま

え
、
住

所
（

住
民

登
録

の
あ

る
場

所
を

い
う

。
以

下
同

じ
。
）

と
居

所
が

異
な

る
市

町
村

で
あ

る
場

合
に

お
け

る
市

町
村

長
申

立
て

は
原

則
と

し
て

、
�

� �
�
�
・

�
生

活
保

護
の

実
施

機
関

�
都

道
府

県
が

実
施

機
関

で
あ

る
場

合
を

除
く

。
以

下
同

じ
。

�
�

�
�
�
・

�
入

所
措

置
の

措
置

権
者

�

�
�
�
・

�
介

護
保

険
の

保
険

者
�

�
�
�
・

�
自

立
支

援
給

付
の

支
給

決
定

市
町

村
�

�

等
と

な
る

市
町

村
が

行
う

こ
と

。
�
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�

た
だ

し
、

施
設

入
所

が
長

期
化

し
、

施
設

所
在

地
市

町
村
が

本
人

の
状

況
を

よ
く

把
握

し

て
い

る
場

合
等

に
お

い
て

は
、

当
該

市
町

村
が

積
極

的
に

申
し

立
て

る
こ

と
を

妨
げ

る
も

の

で
は

な
い

。
�

ま
た

、
居

所
と

な
る

施
設

所
在

地
市

町
村

や
成

年
後

見
制

度
の

利
用

促
進

を
担

う
中

核
機

関
等

は
、

医
師
の

診
断

書
や

本
人

情
報

シ
ー

ト
の

作
成

に
係
る

調
整

、
後

見
人

等
の

受
任

調

整
等

に
関

し
て
、

迅
速

な
申

立
て

に
資

す
る

た
め

、
市

町
村
長

申
立

て
を

行
う

市
町

村
の

要

請
に

応
じ

て
協
力

す
る

こ
と

。
�

な
お

、
本

人
の

年
齢

や
状

態
に

よ
っ

て
は

、
市

町
村

内
に

お
い

て
関

係
部

局
が

複
数

に
な

る
こ

と
も

想
定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
市

町
村

長
申

立
て

に
向

け
て

円
滑

な
情

報
共

有
を

図
る

た
め

、
庁

内
に
お

け
る

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
。

�

�
２

�
�
利

用
支

援
事
業

に
お

け
る

市
町

村
間

の
取

扱
い

の
差

異
に

つ
い

て
�

全
国

ど
こ

に
住

ん
で

い
て

も
成

年
後

見
制

度
の

利
用

が
必

要
な

人
が

制
度

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ
う

、
利

用
支

援
事

業
に

つ
い

て
市

町
村

間
の
取

扱
い

の
差

異
（

格
差

）
を

解

消
す

る
こ

と
が
重

要
で

あ
る

。
利

用
支

援
事

業
が

未
実

施
で
あ

る
こ

と
や

対
象

者
の

範
囲

が

異
な

る
こ

と
を
理

由
と

し
て

申
立

て
を

行
わ

な
い

な
ど

、
利
用

支
援

事
業

の
実

施
の

有
無

等

が
市

町
村

長
申
立

て
の

実
施

に
影

響
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う
、

利
用

支
援

事
業

の
未

実
施

市

町
村

等
に

お
か
れ

て
は

、
国

の
成

年
後

見
制

度
利

用
促

進
施
策

に
係

る
取

組
状

況
調

査
の

結

果
も

踏
ま

え
つ
つ

、
積

極
的

な
取

組
を

お
願

い
し

た
い

。
�

� ４
�
市

町
村

長
申

立
て

に
お

け
る

親
族

調
査

の
基

本
的

な
考

え
方

に
つ

い
て

�

市
町

村
長

申
立

て
に

お
け

る
親

族
の

有
無

等
に

つ
い

て
の

調
査

（
以

下
｢
親

族
調

査
｣
と

い
う

。
）

は
、

老
人

福
祉

法
、
精

神
保

健
及

び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法
律

及
び

知
的

障
害

者
福

祉
法

の
規

定
に

基
づ

き
、
親

族
等

の
法

定
後

見
の

開
始

の
審

判
等

の
請

求
を

行
う

こ
と

が
期

待
で

き
ず

、

市
町

村
長

が
｢
そ
の

福
祉

を
図

る
た

め
特

に
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

｣
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

た
め

に
行

う
も

の
で

あ
り

、
次

の
３

つ
に

分
け

ら
れ

る
。

�

� ア
�
戸

籍
調

査
�

�
�
親

族
の

有
無
を

確
認

す
る

目
的

で
行

う
調

査
�

イ
�
意

向
調

査
�

�
�
親

族
が

申
立
て

を
行

う
意

向
が

あ
る

か
を

確
認

す
る

目
的

で
行

う
調

査
�

ウ
�
利

用
意

見
調

査
�

成
年

後
見

制
度

を
利

用
開

始
す

る
こ

と
等

へ
の

意
見

を
確

認
す

る
目

的
で

行
う

調
査

�

� �
１

�
�
戸

籍
調

査
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
�

市
町

村
長

申
立

て
に

当
た
っ

て
は

、
市

町
村

長
は

、
あ

ら
か

じ
め

２
親

等
以

内
の

親
族

の

有
無

を
確

認
す

る
こ

と
。
そ

の
結

果
、
２

親
等

以
内

の
親

族
が

い
な

い
場

合
で

あ
っ

て
も

、
３

親
等

又
は

４
親

等
の

親
族
で

あ
っ

て
審

判
請

求
を
す
る

者
の

存
在

が
明

ら
か
で
あ

る
と

き
は

、

市
町

村
長

申
立

て
は

行
わ

な
い

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
�

�
２

�
�
意

向
調

査
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
�

意
向

調
査

に
つ

い
て

は
、

親
族

が
申

立
て

を
行

う
意
向

が
確

認
で

き
な

い
こ

と
を

理
由

と

し
て

申
立

事
務

を
中

断
す

る
こ

と
な

く
、
迅

速
な

市
町

村
長
申

立
て

の
実

施
に

努
め

る
こ

と
。
�

ま
た

、
虐

待
以

外
で

あ
っ

て
も

、
親

族
の

重
病

、
長

期
不

在
や

居
住

不
明

に
よ

り
親

族
か

ら

の
申

立
て

が
期

待
で

き
な

い
場

合
は

、
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

�

�
�
３

�
�
利

用
意

見
調

査
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
�

�

利
用

意
見

調
査

に
つ

い
て

は
、
制

度
利

用
に

対
す

る
親

族
の

同
意

は
必

要
と

さ
れ

て
お

ら

ず
、
利

用
意

見
調

査
表

の
提

出
は

義
務

で
は

な
い

。
こ

れ
を

踏
ま

え
て

、
親

族
の

同
意

が
得

ら
れ

な
い

こ
と

を
理

由
と

し
て

申
立

事
務

を
中

断
す

る
こ

と
な

く
、
迅

速
な

市
町

村
長

申
立

て
の

実
施

に
努

め
る

こ
と

。
�

�
�
４

�
�
虐

待
等

の
緊

急
事

案
に

お
け

る
親

族
調

査
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
�

虐
待

等
の

緊
急

事
案

に
お

け
る

親
族

調
査

に
つ

い
て

は
、
個

々
の

事
案

の
状

況
に

応
じ

て

適
切

か
つ

迅
速

な
申

立
て
が

求
め

ら
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

次
の

と
お

り
取

り
扱

う
こ

と
。�

�

・
�
�

戸
籍

調
査

に
つ

い
て

は
、

本
人

に
対

す
る

権
利

擁
護

支
援

に
お

い
て

中
核

を
担

う
キ

ー

パ
ー

ソ
ン

の
把

握
と

い
う
観

点
か

ら
、

虐
待

事
案

等
に

お
い

て
も

原
則

と
し

て
実

施
す

る

こ
と

。
�

た
だ

し
、

事
案

の
緊

急
性
が

高
い

場
合

で
、

２
親

等
以

内
の

親
族

が
遠

隔
地

に
住

ん
で

い
る

等
の

理
由

に
よ

り
戸
籍

情
報

の
取

得
が

遅
れ

る
場

合
に

お
い

て
は

、
現

状
に

お
い

て

把
握

し
得

る
情

報
を

も
っ
て

速
や

か
に

審
判

の
申

立
て

を
行

っ
た

上
で

、
並

行
し

て
戸

籍

調
査

を
行

う
こ

と
も

あ
り

得
る

こ
と

。
�

・
�
�

意
向

調
査

に
つ

い
て

は
、

虐
待

等
の

緊
急

事
案

に
お

い
て

は
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る

こ
と

。
�

一
方

で
、
戸

籍
調

査
を

行
う

過
程

で
他

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
が

明
ら

か
に

な
っ

た
場

合
や

、

成
年

後
見

の
申

立
後

の
支
援

等
を

考
慮

す
る

に
当

た
っ

て
調

査
を

実
施

し
た

方
が

良
い

と

判
断

し
た

場
合

等
に

お
い
て

は
、

各
市

町
村

の
判

断
に

よ
り

意
向

調
査

を
実

施
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
�

た
だ

し
、

虐
待

者
に

成
年
後

見
制

度
利

用
の

意
向

が
伝

わ
り

、
状

況
等

が
更

に
悪

化
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

実
施

に
当

た
っ

て
は

十
分

留
意

す
る

こ
と

。
�

・
�
�

利
用

意
見

調
査

に
つ

い
て

は
、

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

の
把

握
や

推
定

相
続

人
の

意
見

確
認

と

い
う

観
点

か
ら

任
意

で
調
査

を
行

う
場

合
、

意
向

調
査

と
同

様
、

親
族

へ
調

査
す

る
こ

と

で
虐

待
者

に
成

年
後

見
制
度

利
用

の
意

向
が

伝
わ

る
こ

と
で

、
状

況
等

が
更

に
悪

化
す

る

こ
と

も
想

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
慎

重
に

実
施

す
る

こ
と

。
�

�
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市町村における成年後見開始の申立事務の流れの例示（認知症高齢者・精神障害者・知的障害者）
※虐待等の緊急事案ではない場合

支援を必要とする認知症高齢者、精神障害者又は知的障害者

市町村（福祉事務所等）において支援内容を検討

成年後見制度の利用が適切である場合支援内容が措置等である場合

認知症高齢者：老人福祉法による措置
精神障害者：精神保健福祉法による措置
知的障害者：知的障害者福祉法による措置

戸籍調査（２親等以内の親族の有無の確認）

有り 無し

３親等又は４親等の親族であって審判請
求をする者の存在が明らかかどうか

明らか当該親族への意向調査・利用意見調査

明らかではない当該親族が支援する場合 当該親族が支援しない場合

当該親族による審判請求
家庭裁判所の後見・保佐・補助の開
始等の審判請求（申立書の作成）

家庭裁判所による審判手続き

※２ 日常生活自立支援事業の活用も
考えられる。

別添
１

※１ 並行して成年後見制度を利用することも考えられる。

※３ 親族からの申立て
が期待できない場
合は意向調査を省
略可能。

※４ 利用意見調査は義
務ではない。

支援を必要とする認知症高齢者、精神障害者又は知的障害者

市町村（福祉事務所等）において支援内容を検討

成年後見制度の利用が適切である場合支援内容が措置等である場合

認知症高齢者：老人福祉法による措置
精神障害者：精神保健福祉法による措置
知的障害者：知的障害者福祉法による措置

戸籍調査（２親等以内の親族の有無の
確認）

有り 無し

３親等又は４親等の親族であって審判
請求をする者の存在が明らかかどうか

明らか当該親族への意向調査・利用意見調査

明らかではない当該親族が支援する場合 当該親族が支援しない場合

当該親族による審判請求
家庭裁判所の後見・保佐・補助の開
始等の審判請求（申立書の作成）

家庭裁判所による審判手続き

※１ 並行して成年後見制度を利用することも考えられる。

市町村における成年後見開始の申立事務の流れの例示（認知症高齢者・精神障害者・知的障害者）
※虐待事案等で迅速な対応が必要な場合は青線を参照

別添
２

※２ 事案の緊急性が高い場合で、

戸籍情報の取得が遅れる場合は、
把握し得る情報をもって速やかに審
判の申立てを行った上で、並行して
戸籍調査を実施。

※３ 意向調査は省略可能。必要に応じて実施。
※４ 利用意見調査は義務ではない。
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【
令

和
３

年
４

月
版

】
 

１
 

申
立

後
は

，
家

庭
裁

判
所

の
許

可
を

得
な

け
れ

ば
申

立
て

を
取

り
下

げ
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
 

※
 

太
わ

く
の

中
だ

け
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

 
※

 
該

当
す

る
部

分
の

□
に

レ
点

（
チ

ェ
ッ

ク
）

を
付

し
て

く
だ

さ
い

。
 

受
付

印
 

 （
 □

後
見

 □
保

佐
 □

補
助

 ）
開

始
等

申
立

書
 

※
 該

当
す

る
い
ず

れ
か
の

部
分
の

□
に

レ
点

（
チ

ェ
ッ
ク

）
を
付

し
て
く

だ
さ

い
。

 
  

※
 収

入
印

紙
（

申
立

費
用

）
を

こ
こ

に
貼

っ
て

く
だ

さ
い

。
 

後
見

又
は
保

佐
開
始

の
と
き

は
，
８

０
０

円
分

 
 

 
保

佐
又

は
補
助

開
始
＋

代
理
権

付
与

又
は

同
意

権
付
与

の
と
き

は
，
１

，
６

０
０

円
分

 
保

佐
又

は
補

助
開
始

＋
代
理

権
付
与

＋
同

意
権

付
与

の
と
き

は
，
２

，
４
０

０
円

分
 

【
注

意
】

貼
っ

た
収

入
印

紙
に

押
印

・
消

印
は

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
 

収
入

印
紙

（
登

記
費

用
）

２
，

６
０

０
円

分
は

こ
こ

に
貼

ら
な

い
で

く
だ

さ
い
。

 
 

収
入

印
紙

（
申

立
費

用
）
 
 

  
 

 円

 
 

準
口

頭
 

 
 関

連
事
件
番
号
 
 
 
 
 
 
年
（
家
 
 
）
第
 
 
 
 
 
 
 
 
号

 
収

入
印

紙
（

登
記

費
用

）
 

 
 

 
 
円

 
予

納
郵

便
切

手
 
 

 
 
 

 
  
円

 
家

庭
裁

判
所

 
 

 

支
部

・
出

張
所

 
御

中
 

 

令
和

 
  

  
年

 
 
 

月
 

  
日
 

申
立

人
又

は
同

手
続
 

代
理

人
の

記
名

押
印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
印

 

 

申   立   人 

住
所

 

〒
  

 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
電
話
 
 
 
（
 
 
 
 
）
 
 
 
 
携
帯
電
話
 
 
 
 
（
 
 
 
 
）

 

ふ
り

が
な

 
 

氏
名

 

 
 

 
 

□
 大

正
 

□
 昭

和
 
 
 
年
 
  

 月
  

  
日

 生
 

□
 平

成
 
 
 
 
 
 （

 
 
 
 
歳
）

 
 

本
人

と
の

 

関
係

 

□
 本

人
 
 
□
 配

偶
者
 
 
□
 親

 
 
□
 子

 
 
□
 孫

 
 
□
 兄

弟
姉
妹
 
 
□
 甥

姪
 

□
 そ

の
他
の
親
族
（
関
係
：
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 □

 市
区
町
村
長
 
 
 

□
 そ

の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

手
 

続
 

代
 

理
 

人
 

 
住

所
 

 
（

事
務

所
等

）
 

〒
  

 
 
－
 
 
 
 
 

※
法
令
に
よ
り
裁
判
上
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
代
理
人
又
は
弁
護
士
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  

電
話
 
 
 
（
 
 
 
 
）
 
 
 
 
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
 
 
 
（
 
 
 
 
）
 

 
氏

名
 
 

本       人 

 
本

籍
 

 （
国

籍
）

 

 

  
都
 
道

 
 
 
 

  
 
 
 
府
 
県
 

 

住
民

票
上

 
 

の
住

所
 

□
 申

立
人
と
同
じ
 

〒
  

 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 電
話
 
 
 
（
 
 
 
 
）

 

実
際

に
 

住
ん

で
い

る
 

場
所

 

□
 住

民
票
上
の
住
所
と
同
じ
 

〒
 
 
 
 －

  
  
  
  

※
 病

院
や
施
設
の
場
合
は
，
所
在
地
，
名
称
，
連
絡
先
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 

  
病
院
・
施
設
名
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
電
話
 
 
 
（
 
 
 
 
）
 

ふ
り

が
な

 
 

氏
  

名
 

 

 
□
 大

正
 
  
  
 

□
 昭

和
 
 
 
年
 
  

 月
  

  
日

 生
 

□
 平

成
 
 
 
 
 
 （

 
 
 
 
歳
）
 

  

 

 

 

 

別
添
３

2 
 

申
 

立
 

て
 

の
 

趣
 

旨
 

※
 
該

当
す

る
部

分
の

□
に

レ
点

（
チ

ェ
ッ

ク
）

を
付

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 □

 
 本

人
に

つ
い

て
後

見
を
開

始
す

る
と

の
審

判
を
求

め
る
。
 

  □
 

 本
人
に

つ
い

て
保

佐
を
開

始
す

る
と

の
審

判
を
求

め
る
。

 
※

 
以
下

は
，
必
要

と
す

る
場

合
に
限

り
，
該
当

す
る

部
分

の
□
に

レ
点
（
チ

ェ
ッ

ク
）
を

付
し

て
く

だ
さ

い
。
な

お
，
保

佐
開

始
申

立
て

の
場

合
，
民

法
１

３
条

１
項

に
規

定
さ

れ
て

い
る

行
為

に
つ

い
て

は
，
同

意
権

付
与

の
申

立
て

の
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 
 

□
 

本
人

の
た

め
に

別
紙

代
理

行
為
目

録
記

載
の

行
為

に
つ

い
て
保

佐
人

に
代

理
権
を

付
与

す
る

と
の

 
審

判
を
求

め
る

。
 

 □
 

本
人

が
民

法
１

３
条

１
項

に
規
定

さ
れ

て
い

る
行

為
の

ほ
か
に
，
下

記
の

行
為
（
日

用
品
の

購
入
そ
の

 
他

日
常
生

活
に

関
す

る
行

為
を

除
く
。
）
を

す
る

に
も
，
保

佐
人

の
同

意
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
 

と
の

審
判

を
求

め
る

。
 

記
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 □
 
 
本
人

に
つ

い
て
補

助
を
開

始
す

る
と

の
審

判
を
求

め
る
。

 
※

 
以
下

は
，

少
な

く
と

も
１

つ
は
，

該
当

す
る

部
分

の
□

に
レ
点

（
チ

ェ
ッ

ク
）

を
付

し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

□
 

本
人

の
た

め
に

別
紙

代
理

行
為
目

録
記

載
の

行
為

に
つ

い
て
補

助
人

に
代

理
権
を

付
与

す
る

と
の

 
審

判
を
求

め
る

。
 

 
 

 
 

□
 

本
人

が
別

紙
同

意
行

為
目
録

記
載

の
行

為
（

日
用

品
の
購

入
そ

の
他

日
常

生
活

に
関
す

る
行

為
を

除
 

く
。

）
を

す
る

に
は

，
補

助
人

の
同

意
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

の
審
判

を
求

め
る

。
 

申
 

立
 
て
 
の
 

理
 
由
 

 
本
人
は
，
（

※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

に
よ
り
 

判
断
能
力
が
欠
け
て
い
る
の
が
通
常
の
状
態
又
は
判
断
能
力
が
（
著
し
く
）
不
十
分
で
あ
る
。
 

※
 

診
断
書
に
記
載

さ
れ
た
診
断
名
（

本
人
の
判
断
能

力
に
影
響
を
与
え

る
も
の
）
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い

。
 

申
 

立
 
て
 
の
 

動
 
機
 

※
 
該

当
す

る
部

分
の

□
に

レ
点

（
チ

ェ
ッ

ク
）

を
付

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
本
人
は
，
 

□
 預

貯
金
等
の
管
理
・
解
約
 
□
 保

険
金
受
取
 
□
 不

動
産
の
管
理
・
処
分
 
□
 相

続
手
続
 

□
 訴

訟
手
続
等
 
□
 介

護
保
険
契
約
 
□
 身

上
保
護
（
福
祉
施
設
入
所
契
約
等
）
 

□
 そ

の
他
（
 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

の
必
要
が
あ
る
。

 
 

※
 

上
記

申
立

て
の

理
由

及
び

動
機

に
つ

い
て

具
体

的
な
事

情
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い
。

書
き

き
れ

な
い

場
合
 

は
別

紙
★
を
利

用
し

て
く

だ
さ

い
。

★
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
ご
自
分
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
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3 
    

 

成
 

年
 

後
 

見
 

人
 

等
 

候
 

補
 

者
 

□
 家

庭
裁
判
所
に
一
任
 
※
 
以
下
こ
の
欄
の
記
載
は
不
要
 

□
 申

立
人
 
※
 
申
立
人
が
候
補
者
の
場
合
は
，
以
下
こ
の
欄
の
記
載
は
不
要
 

□
 申

立
人
以
外
の
〔
 □

 以
下
に
記
載
の
者
 
□
 別

紙
★
に
記
載
の
者
 〕

★
Ａ

４
サ

イ
ズ

の
用

紙
を

ご
自

分
で

準
備

し
て

く
だ

さ
い

。
 

  
住

所
 

〒
  

 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
電
話
 
 
 
（
 
 
 
 
）
 
 
 
 
携
帯
電
話
 
 
 
 
（
 
 
 
 
）
 

ふ
り

が
な
 

 

氏
名

 

 
 

 □
 昭

和
 

年
 
 
月
 
 
日

 生
 

□
 平

成
  

 
 
 
 （

 
 
 
 
歳
）

 
 

 

 
本

人
と

の
 

関
係

 

 
□
 
親
 
族
：
□
 配

偶
者
 
 
□
 親

 
 
□
 子

 
 
□
 孫

 
 
□
 兄

弟
姉
妹
 
 

□
 甥

姪
 
 
 
□
 そ

の
他
（
関
係
：
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
）
 

□
 
親
族
外
：
（
関
係
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

手
続

費
用

の
上

申
 

□
 

手
続

費
用

に
つ

い
て

は
，

本
人

の
負

担
と

す
る

こ
と

を
希

望
す

る
。

 

※
 
申

立
手

数
料

，
送

達
・
送

付
費

用
，
後

見
登

記
手

数
料

，
鑑

定
費

用
の

全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
，
本
人
の
負
担
と
す

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
 

添
付

書
類

 

※
 

同
じ

書
類

は
本

人
１

人
に

つ
き

１
通

で
足

り
ま

す
。
審

理
の

た
め

に
必

要
な

場
合

は
，
追

加
書

類
の

提
出

を
お

願
い

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 
※

 
個

人
番

号
（

マ
イ

ナ
ン

バ
ー
）

が
記

載
さ

れ
て

い
る

書
類

は
提

出
し

な
い

よ
う
に

ご
注

意
く

だ
さ
い

。
 

□
 

本
人

の
戸

籍
謄

本
（

全
部

事
項

証
明

書
）

 

□
 

本
人

の
住

民
票

又
は

戸
籍

附
票

 

□
 

成
年

後
見

人
等

候
補

者
の

住
民

票
又

は
戸

籍
附

票
 

（
成

年
後

見
人

等
候

補
者

が
法

人
の

場
合

に
は

，
当

該
法

人
の

商
業

登
記

簿
謄

本
（

登
記

事
項
 

証
明

書
））

 

□
 

本
人

の
診

断
書

 

 
 

□
 

本
人

情
報

シ
ー

ト
写

し
 

 
 

□
 

本
人

の
健

康
状

態
に

関
す

る
資

料
 

□
 

本
人

の
成

年
被

後
見

人
等

の
登

記
が

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

の
証

明
書

 

□
 

本
人

の
財

産
に

関
す

る
資

料
 

□
 

本
人

が
相

続
人

と
な

っ
て

い
る

遺
産

分
割

未
了

の
相

続
財

産
に

関
す

る
資

料
 

□
 

本
人

の
収

支
に

関
す

る
資

料
 

□
（

保
佐

又
は

補
助

開
始

の
申

立
て

に
お

い
て

同
意

権
付

与
又

は
代

理
権

付
与

を
求

め
る

場
合

）
 

同
意

権
，

代
理

権
を

要
す

る
行

為
に

関
す

る
資

料
（

契
約

書
写

し
な

ど
）

 

 
 

□
 

成
年

後
見

人
等

候
補

者
が

本
人

と
の

間
で

金
銭

の
貸

借
等

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
は

，
そ

の

関
係

書
類

（
後

見
人

等
候

補
者

事
情

説
明

書
４

項
に

関
す

る
資

料
）

 
 

�
（

家
庭

裁
判

所
提

出
用

）
�

1/
2 

�
�
診
�
断
�
書

（
成
年
後
見
制
度
用
）
�

 １
�
氏
名
��
��
��
��

�
�
�
�
��
��
��
��
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
男
・
女
�

�
�
�
�
�
�
�
�
年
�
�
�
月
�
�
�
日
生
（
�
�
�
�
歳
）

 

�
�
住
所

 

２
�
医
学
的
診
断

 

�
�
診
断
名
（
※
判
断
能
力
に
影
響
す
る
も
の
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
）

 
   �
�
所
見
（
現
病
歴
，
現
症
，
重
症
度
，
現
在
の
精
神
状
態
と
関
連
す
る
既
往
症
・
合
併
症
な
ど
）

 
   

各
種
検
査

 
長
谷
川
式
認
知
症
ス
ケ
ー
ル
�
□
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
点
（
�
�
�
�
�
年
�
�
月
�
�
日
実
施
）
�
□
�
実
施
不
可
�

Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
�
�
�
�
�
�
�
�
□
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
点
（
�
�
�
�
�
年
�
�
月
�
�
日
実
施
）
�
□
�
実
施
不
可
�

脳
画
像
検
査
�
�
□
�
検
査
名
：
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
�
�
�
�
�
年
�
�
月
�
�
日
実
施
）
�
□
�
未
実
施

 
脳
の
萎
縮
ま
た
は
損
傷
等
の
有
無

 
□
�
あ
り
�
�

�
�
�
�
所
見
（
部
位
・
程
度
等
）
：
�

 
□
�
な
し
�

 
知
能
検
査
�
�
�
□
�
検
査
名
：
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
�
�
�
�
�
年
�
�
月
�
�
日
実
施
）
�

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
検
査
結
果
：

 
 そ
の
他
�
�
�
�
□
�
検
査
名
：
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
�
�
�
�
�
年
�
�
月
�
�
日
実
施
）
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
検
査
結
果
：

 
 

短
期
間
内
に
回
復
す
る
可
能
性

 
�
�
□
�
回
復
す
る
可
能
性
は
高
い
�
�
�
□
�
回
復
す
る
可
能
性
は
低
い
�
�
�
□
�
分
か
ら
な
い

 
（
特
記
事
項
）
�

�
�
�

�
�

３
�
判
断
能
力
に
つ
い
て
の
意
見

 

�
□
�
契
約
等
の
意
味
・
内
容
を
自
ら
理
解
し
，
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
�

 

�
□
�
支
援
を
受
け
な
け
れ
ば
，
契
約
等
の
意
味
・
内
容
を
自
ら
理
解
し
，
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。

 

�
□
�
支
援
を
受
け
な
け
れ
ば
，
契
約
等
の
意
味
・
内
容
を
自
ら
理
解
し
，
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

�
□
�
支
援
を
受
け
て
も
，
契
約
等
の
意
味
・
内
容
を
自
ら
理
解
し
，
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

（
意
見
）
※
�
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
事
情
等
が
あ
れ
ば
，
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
�

裏
面
に
続
く
�

（
表
�
面
）
�

別
添
４
�
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�

（
家

庭
裁

判
所

提
出

用
）

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
 

2/
2 

（
令
和
３
年
１
０
月
版
）
�

判
定
の
根
拠

 
(1

)
見
当
識
の
障
害
の
有
無

 
□
�
障
害
な
し
�
□
�
と
き
ど
き
障
害
が
み
ら
れ
る
�
□
�
頻
繁
に
障
害
が
み
ら
れ
る
�
□
�
い
つ
も
障
害
が
み
ら
れ
る
�

�
 

�
 

(2
)
他
人
と
の
意
思
疎
通
の
障
害
の
有
無

 
□
�
問
題
な
く
で
き
る
�
□
�
だ
い
た
い
で
き
る
�
□
�
あ
ま
り
で
き
な
い
�
□
�
で
き
な
い

 
�

 
�

 
(3

)
理
解
力
・
判
断
力
の
障
害
の
有
無

 
・
一
人
で
の
買
い
物
が
�

□
�
問
題
な
く
で
き
る
�
□
�
だ
い
た
い
で
き
る
�
□
�
あ
ま
り
で
き
な
い
�
□
�
で
き
な
い
�

 
�
�
�
・
一
人
で
の
貯
金
の
出
し
入
れ
や
家
賃
・
公
共
料
金
の
支
払
が
�

�
�
�
�
□
�
問
題
な
く
で
き
る
�
□
�
だ
い
た
い
で
き
る
�
□
�
あ
ま
り
で
き
な
い
�
□
�
で
き
な
い
�

�
 

�
 

(4
)
記
憶
力
の
障
害
の
有
無

 
・
最
近
の
記
憶
（
財
布
や
鍵
の
置
き
場
所
や
，
数
分
前
の
会
話
の
内
容
な
ど
）
に
つ
い
て
�

□
�
障
害
な
し
�
□
�
と
き
ど
き
障
害
が
み
ら
れ
る
�
□
�
頻
繁
に
障
害
が
み
ら
れ
る
�
□
�
い
つ
も
障
害
が
み
ら
れ
る

 
�
�
�
・
過
去
の
記
憶
（
親
族
の
名
前
や
，
自
分
の
生
年
月
日
な
ど
）
に
つ
い
て
�

�
�
�
�
□
�
障
害
な
し
�
□
�
と
き
ど
き
障
害
が
み
ら
れ
る
�
□
�
頻
繁
に
障
害
が
み
ら
れ
る
�
□
�
い
つ
も
障
害
が
み
ら
れ
る
�

�
 

�
 

(5
)
そ
の
他
（
※
上
記
以
外
に
も
判
断
能
力
に
関
し
て
判
定
の
根
拠
と
な
る
事
項
等
が
あ
れ
ば
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
）

 
�
�
�
�

 
�
�
�
�

 
�
�
�
�

 
参
考
と
な
る
事
項
（
本
人
の
心
身
の
状
態
，
日
常
的
・
社
会
的
な
生
活
状
況
等
）

 
�

 
�

 ※
�
「
本
人
情
報
シ
ー
ト
」
の
提
供
を
�
□
�
受
け
た
�
�
□
�
受
け
な
か
っ
た

 
�
（
受
け
た
場
合
に
は
，
そ
の
考
慮
の
有
無
，
考
慮
し
た
事
項
等
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
）

 
   以

上
の
と
お
り
診
断
し
ま
す
。
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
年
�
�
�
月
�
�
�
日

 

�
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称
・
所
在
地

 

担
当
診
療
科
名

 

�
担
当
医
師
氏
名
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

�
�
印
�

【
医
師
の
方
へ
】
�

�

※
�

診
断
書
の
記
載
例
等
に
つ
い
て
は
，
後
見
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 
※
�
参
考
と
な
る
事
項
欄
に
あ
る
「
本
人
情
報
シ
ー
ト
」
と
は
，
本
人
の
判
断
能
力
等
に
関
す
る
診
断
を
行
う
際
の
補
助
資
料
と
し

て
，
本
人
の
福
祉
関
係
者
が
作
成
す
る
シ
ー
ト
で
す
。
提
供
が
あ
っ
た
場
合
は
，
診
断
へ
の
活
用
を
御
検
討
く
だ
さ
い
。

 
※
�
家
庭
裁
判
所
は
，
診
断
書
を
含
む
申
立
人
か
ら
の
提
出
書
類
等
に
基
づ
き
，
本
人
の
判
断
能
力
に
つ
い
て
判
断
し
ま
す
（
事
案

に
よ
っ
て
医
師
に
よ
る
鑑
定
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）
。

 

（
裏
�
面
）
�

事
務

連
絡

�

令
和

３
年

�
�
月

�
�
日

� �

�

各
�

�
�

�
�

民
生

主
管

部
�
局

�
長

宛
�

�

�

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

障
害

福
祉

課
長

�

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

精
神

・
障

害
保

健
課

長
�

厚
生

労
働

省
老

健
局

認
知

症
施

策
・

地
域

介
護

推
進

課
長

� � �

｢
市

町
村

長
に

よ
る

成
年

後
見

制
度

に
基

づ
く

後
見

開
始

の
審

判
等

の
請

求
に

�

係
る

基
準

等
の

基
本

的
考

え
方

及
び

手
続

の
例

示
に

つ
い

て
｣
の

Ｑ
＆

Ａ
に

�

つ
い

て
�

� �
老
人

福
祉

法
（

昭
和

�
�
年

法
律

第
�
�
�
号

）
第

�
�
条

、
精

神
保

健
及

び
精

神
障

害
者

福

祉
に
関

す
る

法
律

（
昭

和
�
�
年

法
律

第
�
�
�
号

）
第

�
�
条

の
�
�
の

２
及

び
知

的
障

害
者

福
祉
法

（
昭

和
�
�
年

法
律

第
�
�
号

）
第

�
�
条

に
基

づ
く

市
町

村
長

に
よ

る
後

見
等

の
開

始
の
審

判
請

求
（

以
下

「
市

町
村

長
申

立
て

」
と

い
う

。
）

に
関

し
て

は
、

｢
市

町
村

長
に

よ

る
成
年

後
見

制
度

に
基

づ
く

後
見

開
始

の
審

判
等

の
請

求
に

係
る

基
準

等
の

基
本

的
考

え
方

及
び
手

続
の

例
示

に
つ

い
て

｣
（

令
和

３
年

�
�
月

�
�
日

付
け

障
障

発
�
�
�
�
第

１
号

、
障

精

発
�
�
�
�
第

１
号

、
老

認
発

�
�
�
�
第

２
号

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

障

害
福
祉

課
長

、
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

精
神

保
健

福
祉

課
長

、
老

健
局

認
知

症
施

策
・
地

域
介

護
推

進
課

長
連

名
通

知
）

に
お

い
て

、
市

町
村

長
申

立
基

準
及

び
虐

待
事

案
等

に
お
け

る
親

族
調

査
の

基
本

的
な

考
え

方
を

示
す

と
と

も
に

、
市

町
村

長
申

立
の

手
続

の
例

示
を
見

直
し

た
と

こ
ろ

で
す

が
、

今
般

、
個

別
事

案
等

の
考

え
方

に
つ

い
て

、
別

紙
の

通
り

Ｑ
＆
Ａ

を
作

成
し

た
の

で
、

ご
参

考
ま

で
に

送
付

い
た

し
ま

す
。

�

� � � � � �

都
道

府
県

�

市
�
町

�
村

�
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別
�

紙
�

�

� �
そ

れ
ぞ

れ
下

表
右

欄
の

市
町

村
が

原
則

と
し

て
市

町
村

長
申

立
て

を
行

う
こ

と
と

す
る

。
�

ア
�

生
活

保
護

を
受

給
し

な
が

ら
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

場
合

又
は

医
療

機
関

に
入

院
し

て
い

る
場

合
（

※
１

）
�

生
活

保
護

の
実

施
機

関
�

（
都

道
府

県
が

実
施

機
関

で
あ

る
場

合
を

除
く

。
）

�

イ
�

措
置

を
受

け
て

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

又
は

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
場

合
�

措
置

の
実

施
機

関
�

（
措

置
か

ら
契

約
に

切
り

替
わ

っ
た

場
合

を
除

く
。
）

�

ウ
�

住
所

地
特

例
（

居
住

地
特

例
）
対

象
施

設
に

入
所

し
、
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
と

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
双

方
利

用
し

て
い

る
場

合
�

対
象

者
の

生
活

の
維

持
に

と
っ

て
よ

り
中

心
的

で
あ

る
サ

ー
ビ

ス
を

所
管

す
る

市
町

村
（

保
険

者
又

は
支

給
決

定

市
町

村
）

�

エ
�

生
活

保
護

を
受

給
せ

ず
、
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

も
な

い
場

合
�
�

本
人

の
居

住
地

の
あ

る
市

町
村

（
※

２
）

�

た
だ

し
、

長
期

入
院

患
者

の
場

合
は

、

本
人

が
退

院
後

入
院

前
の

居
住

地
に

居
住

す
る

こ
と

が
予

定
さ

れ
て

い
る

と
き

は
、
入

院
前

の
居

住
地

の
市

町
村

が
申

し
立

て
を

行
う

こ
と

。
�

（
※

１
）

�
例

示
と

し
て

以
下

の
よ

う
な

場
合

が
考

え
ら

れ
る

。
�

・
�
住

民
基
本

台
帳

上
、

住
所

は
存

在
す

る
が

既
に

家
財

等
を

処
分

し
居

所
で

は
な

く
な

っ
て
お

り
、

現
在

地
（

医
療

機
関

）
に

は
住

所
を

変
更

で
き

な
い

場
合

。
�

・
�
入

院
中
の

た
め

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

等
は

不
要

で
あ

る
場

合
。

�

（
※

２
）

�
住

民
票

を
移

さ
ず

に
別

の
市

町
村

に
居

住
実

態
が

あ
る

こ
と

も
想

定
さ

れ
る

た

め
、

形
式
的

に
住

所
地

で
判

断
は

し
な

い
。

�

�

た
だ

し
、
都
道

府
県

が
す

で
に

所
管

域
内

の
調

整
を

円
滑
に

す
る

独
自

の
ル

ー
ル

を
定

め
て

い
る

場
合

や
、
自

治
体

間
で

合
意

が
あ

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
ま

た
、
都

道
府

県
と

政
令

市
の

協
議

に
よ

り
、
都

道
府

県
の

判
断

機
能
を

政
令

市
に

依
頼

す
る

こ
と

も
差

し
支

え
な

い
。

�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

� �

Ｑ
１

�
本

人
が

複
数

の
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
、

保
険

者
市

町
村

と
支

給
決

定
市

町
村

が
異

な
る

場
合
や

、
長

期
入

院
患

者
の

場
合

等
に

お
け

る
市

町
村

長
申

立
て

に
つ

い
て

は
、
い

ず
れ

の
市

町
村

が
市

町
村

長
申

立
て

を
行

う
べ

き
か

？
�

�

�

以
下

の
考

慮
事

項
を

総
合

的
に

勘
案

し
て

、
原

則
と

し
て

関
係

市
町

村
が

協
議

の
上

で

決
定

す
る

こ
と

。
�

�

（
考

慮
事

項
）

�

ア
�
本

人
の

状
態

像
や

生
活

実
態

を
把

握
し

て
い

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
こ

と
。

�

イ
�
本

人
へ

の
関

わ
り

は
成

年
後

見
の

申
立

て
で

終
了

で
は

な
く

、
本

人
の

権
利

擁
護

支
援

に
取

り
組

む
チ

ー
ム

に
後

見
人

等
が

参
加

し
、
ど

の
よ

う
な

支
援

を
行

っ
て

い

く
か

を
継

続
し

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

こ
と

。
（

市
町

村
と

し
て

は
受
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事 務 連 絡

令和４年１０月１７日

各 成年後見制度利用支援事業担当課 御中

厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 障害福祉課地域生活支援推進室

老健局認知症施策・地域介護推進課

成年後見制度利用支援事業の適切な実施について

日頃から成年後見制度の利用促進にご尽力いただきありがとうございます。

低所得の高齢者、知的障害者及び精神障害者に対して、成年後見制度の申立費用や後見人

等に対する報酬助成を行う成年後見制度利用支援事業については、「第二期成年後見制度利

用促進基本計画」（令和４年３月 日閣議決定。以下「第二期計画」という。）において、

・ 市町村により実施状況が異なり、後見人等が報酬を受け取ることができない事案が相当

数あるとの指摘がされている。

・ 全国どの地域においても成年後見制度を必要とする人が制度を利用できるよう、市町村

には、同事業の対象として、広く低所得者を含めることや、市町村長申立て以外の本人や

親族による申立ての場合の申立費用及び報酬並びに後見監督人等が選任される場合の報

酬も含めることなど、同事業の実施内容を早期に検討することが期待される。

とされたところであり、また、同計画のＫＰＩにおいて令和６年度末までに市町村による適

切な実施のための必要な見直し等の検討とされたところです。「市町村による適切な実施」

とは、少なくとも、同事業の対象として、①市町村長申立以外の本人申立や親族申立の申立

費用及び報酬、②生活保護以外の低所得者の申立費用及び報酬、③後見等監督人が選任され

る場合の報酬を含みます。【別添Ｐ１～２】

令和３年度「成年後見制度利用促進施策に係る取組状況調査」の結果においては、助成制

度を設けている市町村は増加傾向にあり、また、市町村長申立以外に本人申立や親族申立の

場合や、生活保護以外の低所得者を対象とする市町村が拡大傾向にあることが認められた一

方、未だ成年後見制度利用支援事業を実施していない市町村が存在するとともに、対象を限

定している市町村があることが認められたところです。【別添Ｐ３～４】

市町村におかれては、第二期計画を踏まえ、全国どの地域においても成年後見制度を必要

とする人が制度を利用できるよう、成年後見制度利用支援事業の適切な実施についてご検討

いただくとともに、これらの実施に必要な予算の確保に努めていただきますようよろしくお

願いします。あわせて、本事業の実施内容等について各自治体ホームページ等における周知

や窓口における相談等の適切な支援についてお願いします。

都道府県におかれては、管内市町村における成年後見制度利用支援事業の取組状況の把

握・分析に努め、必要に応じて、その結果を公表し、具体的な対応を助言するなど適切な実

施に向けた広域的な見地からの支援をお願いします。

なお、令和４年度厚生労働省老人保健健康増進等事業において、成年後見制度利用支援事

業の推進に関する調査研究事業を実施しており、今後、適切な実施に向けた留意事項を整理

の上、お示しする予定であることを申し添えます。【別添Ｐ５～６】

都道府県

市 町 村
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第二期成年後見制度利用促進基本計画（抜粋）

（ ）
Ⅱ 成年後見制度の利用促進に向けて総合的かつ計画的に講ずべき施策
２ 尊厳のある本人らしい生活を継続するための成年後見制度の運用改善等
（２） 適切な後見人等の選任・交代の推進等

③ 適切な報酬の算定に向けた検討及び報酬助成の推進等

イ 成年後見制度利用支援事業の推進等
・低所得の高齢者・障害者に対して申立費用や報酬を助成する成年後見制度利用支援事
業については、市町村により実施状況が異なり、後見人等が報酬を受け取ることができ
ない事案が相当数あるとの指摘がされている。

・そのため、全国どの地域においても成年後見制度を必要とする人が制度を利用できる
よう、市町村には、同事業の対象として、広く低所得者を含めることや、市町村長申立
て以外の本人や親族による申立ての場合の申立費用及び報酬並びに後見監督人等が選任
される場合の報酬も含めることなど、同事業の実施内容を早期に検討することが期待さ
れる。

・国は、上記の観点から、市町村の成年後見制度利用支援事業の取扱いの実態把握に努
め、同事業を全国で適切に実施するために参考となる留意点を示すなど、全国的に同事
業が適切に実施される方策を早期に検討する。

【別添】

法人後見養成研修事業（地域生活支援事業 都道府県任意事業）法人後見養成研修事業（地域生活支援事業 都道府県任意事業）
（第二期成年後見制度利用促進基本計画）

※１

（令和 年度末の数値目
標）

令和 年度 令和 年度 令和 年度※２ 令和 年度 令和 年度

優
先
し
て
取
り
組
む
事
項※

任意後見制度の利用促進
・周知・広報

・適切な運用の確保に関する取組

・全 市町村
・全 法務局・
地方法務局

・全 公証役場
―

担い手の確保・育成等の推進

・都道府県による担い手（市民後見人・法人後見実
施団体）の育成の方針の策定

・都道府県における担い手（市民後見人・法人後見
実施団体）の養成研修の実施

・全 都道府県

・全 都道府県

市町村長申立ての適切な実施と成年後見制度
利用支援事業の推進
・都道府県による市町村長申立てに関する研修の実
施

・成年後見制度利用支援事業の推進

・全 都道府県

・全 市町村

権利擁護支援の行政計画等の策定推進
・市町村による計画策定、第二期計画に基づ
く
必要な見直し

・全 市町村

都道府県の機能強化
・都道府県による協議会設置 ・全 都道府県

※１ は、工程欄の色付き矢印に対応するもの。 ※２ 専門家会議は、令和６年度に、各施策の進捗状況を踏まえ、個別の課題の整理・検討を行う。
※３ 優先して取り組む事項とは、全ての項目に対し、令和６年度までの を設定して推進するもの。

都道府県における担い手（市民後見人・法人後見）の養成研修の実施

都道府県による担い手（市民後見人・法人後見）の育成方針の策定

市民後見人養成
研修カリキュラム
の見直しの検討

関係機関等による周知の継続

全国で適切に実施
する方策の検討

利用状況等を踏まえ、制度趣旨に沿った適切な運用の確保策の検討

市町村、法務局・地方法務局、公証役場等における
リーフレット・ポスターなどによる制度の周知

都道府県による担い手の継続的な確保・育成等

都道府県による市町村長申立てに関する研修の実施 都道府県による研修の継続実施

市町村による計画策定・必要な見直し 策定状況等のフォローアップ

都道府県による都道府県単位等での協議会の設置 都道府県による協議会の継続的な運営

市町村による実施

市町村長申立ての実態等の把握、必要に応じた実務の改善

市町村による適切な実施のための必要な見直し等の検討
※見直しを終えた市町村は、適時その内容に応じて実施
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助成制度の実施状況（高齢者関係）

①成年後見制度の利用に係る申立費用や報酬の助成制度を設けている自治体数
※1,741自治体から

回答

時点 助成制度あり なし
申立費用及び報酬

両助成あり
申立費用
助成のみ

報酬助成
のみ

令和３年４月１日

令和２年４月１日

平成 年４月１日

②申立費用や報酬の助成対象の状況（自治体数）

時点
申立者別 類型別 資力別

市町村長 本人 親族 その他 後見 保佐 補助 生活保護
のみ

生活保護
以外も可

令和３年４月１日

令和２年４月１日

平成 年４月１日

※助成制度がある

自治体から回答

③申立費用や報酬の助成実績（件数）
時点 申立費用

の助成 報酬助成

令和 年度

令和元年度

平成 年度

助成制度の実施状況（障害者関係）

①成年後見制度の利用に係る申立費用や報酬の助成制度を設けている自治体数
※1,741自治体から

回答

②申立費用や報酬の助成対象の状況（自治体数） ※助成制度がある

自治体から回答

③申立費用や報酬の助成実績（件数）
時点 申立費用 報酬助成

の助成
令和 年度

令和元年度

平成 年度

助成制度の実施状況
（自治体数）

時点
助成制度

なし
あり

申立費用及び報酬 申立費用 報酬助成
両助成あり 助成のみ のみ

令和 年 月 日

令和 年 月 日

平成 年 月 日

時点
申立者別 類型別 資力別

市町村長 本人 親族 その他 後見 保佐 補助
生活保護の

み
生活保護以

外も可

令和 年 月 日

令和 年 月 日

平成 年 月 日
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成年後見制度における市町村長申立の適切な実施及び成年後
見制度利用支援事業の推進に関する調査研究事業

１．事業名

令和４年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
「成年後見制度における市町村長申立の適切な実施及び成年後見制度利用支援事業の推進に関する調査研究事業」

３．事業概要

全国どの地域においても、成年後見制度を必要とする人が制度を利用できるようにするため、「市町村長申立て」の適
切な実施や「成年後見制度利用支援事業」の積極的な実施が重要である。しかし、市町村長申立ての実施状況や、成年後
見制度利用支援事業の運用状況については、市町村間で格差があるとの指摘がある。そのため、本事業では、以下につい
て取り組む。
①「市町村長申立て」について
• 全国の市町村長申立ての実施状況や支障事例等の把握
• 好事例のとりまとめ・紹介や、各自治体が参考となるような取組の提案
②「成年後見制度利用支援事業」
• 全国の成年後見制度利用支援事業の実施状況や未実施理由等の把握
• 事業の推進につながる留意事項の整理

２．事業実施団体

一般財団法人日本総合研究所

４．検討体制 学識者 山城一真教授（早稲田大学） ※座長

専門職 弁護士、司法書士、社会福祉士

自治体 都道府県、指定都市、中核市、町村

オブザーバー 厚生労働省老健局、社会・援護局、最高裁判所事務総局家庭局

成年後見制度における市町村長申立の適切な実施及び成年後
見制度利用支援事業の推進に関する調査研究事業

５．事業内容

６．スケジュール

６月：実施団体決定、８月：第１回委員会開催、９～ 月：アンケート調査、 ～ 月：ヒアリング調査、

１月：第２回委員会開催、３月：第３回委員会開催、報告書完成

アンケート
調査

（市町村及び
都道府県）

①市町村アンケート調査
⚫ 目的：市町村長申立てや成年後見制度利用支援事業の実施状況や支障事例、課題等の把握
⚫ 対象：市町村（ 市町村の高齢福祉担当部署、障害福祉担当部署）
⚫ 内容：

• 地域連携ネットワークの機能を強化するための取組実施状況
• 市町村長申立ての要綱・マニュアル等の整備状況、内容、検討体制、支障事例、課題等
• 成年後見制度利用支援事業の要綱・マニュアル等の整備状況、内容、未実施理由、課題等
②都道府県アンケート調査
⚫ 目的：都道府県による市町村支援の取組状況の把握
⚫ 対象：都道府県（ 都道府県の成年後見制度利用促進担当部署）
⚫ 内容：

• 市町村に対する支援内容（相談・助言対応、研修の実施等）
• 市町村間の調整事例

ヒアリング
調査

（市町村及び
都道府県）

①市町村ヒアリング調査
⚫ 目的：市町村長申立ての適切な実施や成年後見制度利用支援事業の推進に向けて、モデル

となり得る市町村の取組等をアンケート調査結果から抽出し、工夫や課題解決に向けたヒン
トを得る。
⚫ 対象：７市町村程度

②都道府県ヒアリング調査
⚫ 目的：市町村支援の取組や調整を行った内容等について、工夫や課題解決に向けたヒント

を得る。
⚫ 対象：５都道府県程度
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策
・

地
域

介
護

推
進

課

市
町

村
長

に
よ

る
成

年
後

見
制

度
に

基
づ

く
後

見
開

始
の

審
判

等
の

請
求

の
適

切
な

実
施

及
び

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

の
推

進
に

つ
い

て

日
頃

か
ら

成
年

後
見

制
度

の
利

用
促

進
や

権
利

擁
護

の
推

進
に

御
尽

力
い

た
だ

き
、
厚

く
御

礼
申

し
上

げ

ま
す

。

老
人

福
祉

法
（

昭
和

年
法

律
第

号
）
第

条
、
精

神
保

健
及

び
精

神
障

害
者

福
祉

に
関

す
る

法

律
（

昭
和

年
法

律
第

号
）
第

条
の

の
２

及
び

知
的

障
害

者
福

祉
法
（

昭
和

年
法

律
第

号
）

第
条

に
基

づ
く
市

町
村

長
に

よ
る

後
見

等
の

開
始

の
審

判
請
求

（
以

下
「

市
町

村
長

申
立

て
」

と

い
う

。
）

に
つ

い
て

は
、

「
第

二
期

成
年

後
見

制
度

利
用

促
進

基
本

計
画

（
令

和
４

年
３

月
日

閣
議
決

定
。
以

下
「

第
二

期
基

本
計

画
」
と

い
う

。
）
」
に
お

い
て

、
一

部
の
市

町
村

で
適

切
に

実
施

さ
れ

て
お

ら

ず
、
実

施
状

況
に

市
町

村
間

で
格

差
が

あ
る

と
の

指
摘

が
な

さ
れ

る
と

と
も

に
、
国

は
、
市

町
村

長
申

立
て

の
実

態
等

を
把

握
し

た
上

で
、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、
市

町
村

長
申

立
て

が
適

切
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
、
実

務
の

改
善

を
図

っ
て

い
く

こ
と

と
さ

れ
た

と
こ

ろ
で

す
。

ま
た

、
低

所
得

の
高

齢
者

、
知

的
障

害
者

及
び

精
神

障
害

者
に

対
し
て

、
成

年
後

見
制

度
の

申
立

費
用

や
後

見
人

等
に

対
す

る
報

酬
助

成
を

行
う

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

に
つ

い
て

も
、

第
二

期
基

本
計

画
に

お
い

て
、

市
町

村
に

よ
り

実
施

状
況

が
異

な
り

、
後

見
人

等
が

報
酬

を
受

け
取

る
こ

と
が

で
き

な
い

事
案

が
相

当
数

あ
る

と
の

指
摘

が
さ

れ
ま

し
た

。

上
記

を
踏

ま
え

、
令

和
４

年
度

厚
生

労
働

省
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

に
よ

り
、
「

成
年

後
見

制
度

に

お
け

る
市

町
村

長
申

立
の

適
切

な
実

施
及

び
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
の

推
進

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

（
以

下
「

Ｒ
４

調
査

研
究

事
業

」
と

い
う

。
）
」

が
実

施
さ

れ
る

と
と

も
に

、
成

年
後

見
制

度
の

利
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

年
法

律
第

号
）

第
条

第
２
項

に
基

づ
き

設
置

さ
れ

て
い

る
「

成

年
後

見
制

度
利

用
促

進
専

門
家

会
議

」
の

ワ
ー

キ
ン

グ
・

グ
ル

ー
プ

に
お

い
て

、
Ｒ

４
調

査
研

究
事

業
の

中
間

報
告

を
行

っ
た

上
で
御

議
論

い
た

だ
き

、
今

般
、

市
町

村
長

申
立

て
の

適
切

な
実

施
及

び
成

年
後

見

制
度

利
用

支
援

事
業

の
推

進
に

向
け

た
留

意
事

項
の

整
理

を
行

い
ま

し
た

。

つ
き

ま
し

て
は

、
全

国
ど

の
地

域
に

お
い

て
も

成
年

後
見

制
度

を
必

要
と

す
る

人
が

制
度

を
利

用
で

き

る
よ

う
、

下
記

留
意

事
項

を
踏

ま
え

、
市

町
村

長
申

立
て

の
適

切
な

実
施

や
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
を

推
進

し
て

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

都
道

府
県

市
町

村

記

１
市

町
村

長
申

立
て

及
び

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

に
関

す
る

要
綱

等
の

整
備

に
つ

い
て

市
町

村
長

申
立

て
及

び
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
に

関
す

る
要

綱
等

に
つ

い
て

は
、

Ｒ
４

調
査

研
究

事
業

の
調

査
結

果
で

は
、

多
く

の
市

町
村

で
整

備
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

未
整

備
の

市
町

村
も

確

認
さ

れ
ま

し
た

。
市

町
村

長
申

立
て

や
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
の

適
切

か
つ

迅
速

な
実

施
及

び

組
織

的
な

対
応

を
図

る
た

め
、

未
整

備
市

町
村

に
お

い
て

は
、

要
綱

等
の

整
備

に
向

け
た

検
討

を
お

願

い
し

ま
す

。
Ｒ

４
調

査
研

究
事

業
報

告
書

に
お

い
て

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

を
行

っ
た

自
治

体
の

要
綱

等

を
掲

載
し

て
い

る
の

で
、

参
考

と
し

て
く

だ
さ

い
。

（
参

考
）

Ｒ
４

調
査

研
究

事
業

報
告

書
～

、
～

、
～

、
～

、

～
、

～

ま
た

、
同

報
告

書
に

お
い

て
、

自
治

体
が

作
成

し
た

市
町

村
長

申
立

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

掲
載

し
て

い
る

の
で

、
こ
れ

ら
を

参
考

と
し

つ
つ

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

作
成

・
周

知
等

、
適

切
な

実
施

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
て
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

（
参

考
）

Ｒ
４

調
査

研
究

事
業

報
告

書
～

「
成

年
後

見
制

度
市

町
村

長
申

立
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
新

潟
県

・
新

潟
県

社
会

福
祉

協
議

会
）

」

２
市

町
村

長
申

立
て

に
係

る
申

立
基

準
の

原
則

を
踏

ま
え

た
適

切
な

運
用

に
つ

い
て

市
町

村
長

申
立

て
の

対
象

者
の

住
所

と
居

所
が

異
な

る
市

町
村

で
あ

る
場

合
に

お
け

る
申

立
基

準
の

原
則

に
つ

い
て

は
、

「
市

町
村

長
に

よ
る

成
年

後
見

制
度

に
基

づ
く

後
見

開
始

の
審

判
等

の
請

求
に

係

る
基

準
等

の
基

本
的

考
え

方
及

び
手

続
の

例
示

に
つ

い
て

」
（

令
和

３
年

月
日

付
け

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

障
害

福
祉

課
長

、
精

神
・

障
害

保
健

課
長

、
老

健
局

認
知

症
施

策
・

地

域
介

護
推

進
課

長
通

知
）

に
お

い
て

お
示

し
し

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

Ｒ
４

調
査

研
究

事
業

の
調

査
結

果

で
は

、
複

数
の

市
町

村
が

関
わ

る
案

件
を

本
通

知
に

よ
り

円
滑

に
調

整
で

き
た

事
例

が
確

認
さ

れ
た

一

方
で

、
本

通
知

で
お

示
し

し
た

原
則

が
当

該
市

町
村

の
要

綱
に

反
映

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

な
ど

か
ら

調

整
が

困
難

で
あ

っ
た

事
例

に
つ

い
て

も
確

認
さ

れ
ま

し
た

。

つ
き

ま
し

て
は

、
各

市
町

村
に

お
い

て
は

、
本

通
知

の
原

則
を

踏
ま

え
た

適
切

な
運

用
を

行
う

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
ま

た
、

本
通

知
の

原
則

に
つ

い
て

各
市

町
村

が
定

め
る

要
綱

等
へ

反
映

が
さ

れ
て

い

る
か

確
認

す
る

と
と

も
に

、
反

映
が

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

要
綱

等
の

見
直

し
を

検
討

す
る

よ
う

お

願
い

し
ま

す
。

な
お

、
住

所
と

居
所

が
異

な
る

市
町

村
で

あ
る

場
合

の
ほ

か
、

例
え

ば
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

に
入

居
し

て
い

る
者

で
あ

っ
て

、
住

所
と

居
所

は
同

一
市

町
村

で
あ

る
も

の
の

、
保

険
者

や
支

給
決

定
市

町

村
が

当
該

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
等

へ
の

入
居

前
の

市
町

村
で

あ
る

場
合

に
つ

い
て

も
、

上
記

通
知

の
申

立

基
準

の
原

則
の

考
え

方
を

踏
ま

え
て

対
応

い
た

だ
く

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。

３
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
の

適
切

な
実

施
の

た
め

の
必

要
な

見
直

し
に

つ
い

て

第
二

期
基

本
計

画
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ
で

は
、

市
町

村
は

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

に
つ

い
て

、
令

和
６

年
度

末
ま

で
に

適
切

な
実

施
の

た
め

の
必

要
な

見
直

し
等

を
検

討
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ

ま
で

同
事

業
の

適
切

な
実

施
に

つ
い

て
繰

り
返

し
周

知
を

図
っ

て
き

た
と

こ
ろ

で
す

が
、

Ｒ
４

調
査

研
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究
事

業
の

調
査

結
果

で
は

、
複

数
の

市
町

村
が

関
わ

る
事

案
に

お
い
て

、
一

方
が

報
酬

助
成

の
要

件
を

限
定

し
て

い
る

た
め

に
調

整
が

難
航

し
た

事
例

が
確

認
さ

れ
ま

し
た

。

各
市

町
村

に
お

い
て

は
、

第
二

期
基

本
計

画
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ
や

上
記

調
査

結
果

を
踏

ま
え

、

・
未

実
施

市
町

村
に

お
い

て
は

、
当

該
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

・
市

町
村

長
申

立
の

場
合

に
限

ら
ず

、
本

人
や

親
族

か
ら

の
申

立
等

も
対

象
と

す
る

こ
と

・
費

用
の

補
助

が
な

け
れ

ば
利

用
が

困
難

な
方

を
対

象
と

し
て

い
る

趣
旨

を
踏

ま
え

、
広

く
低

所
得

者
を

対
象

と
す

る
よ

う
な

要
件

の
設

定
と

す
る

こ
と

・
後

見
人

以
外

の
、

後
見

監
督

人
、

保
佐

人
、

保
佐

監
督

人
、

補
助

人
、

補
助

監
督

人
に

つ
い

て
も

助
成

対
象

と
す

る
こ

と

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

４
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
の

周
知

・
広

報
に

つ
い

て

Ｒ
４

調
査

研
究

事
業

に
お

い
て

実
施

さ
れ

た
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

に
お

い
て

、
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
の

内
容

や
申

請
書

に
つ

い
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
周
知

・
広

報
を

行
っ

た
結

果
、

専
門

職
等

の
理

解
が

進
み

、
市

町
村

が
実

施
し

て
い

る
施

策
の

共
有

が
進
ん

だ
等

、
周

知
・

広
報

の
効

果
が

確
認

さ
れ

た
事

例
が

あ
り

ま
し

た
。

各
市

町
村

に
お

い
て

は
、

上
記

事
例

を
参

考
と

し
、

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

の
内

容
等

に
つ

い
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

掲
載

に
よ

り
広

く
周

知
・

広
報

を
行

う
こ

と
や
、

関
係

者
間

で
共

有
す

る
仕

組
み

の
構

築
に

つ
い

て
検

討
を

お
願

い
し

ま
す

。

５
都

道
府

県
に

よ
る

広
域

的
な

見
地

か
ら

の
市

町
村

に
対

す
る

支
援
に

つ
い

て

成
年

後
見

制
度

の
利

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

第
条

に
お

い
て

は
、

都
道

府
県

は
、

各
市

町
村

の

区
域

を
超

え
た

広
域

的
な

見
地

か
ら

、
成

年
後

見
人

等
と

な
る

人
材
の

育
成

、
必

要
な

助
言

そ
の

他
の

援
助

を
行

う
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
旨

が
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

Ｒ
４

調
査

研
究

事
業

に
お

い
て

実
施

さ
れ

た
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

に
お

い
て

は
、

都
道

府
県

が
管

内
市

町
村

の
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
の

実
施

要
綱

等
を

集
約

・
一

覧
化

し
、

助
言

等
を

行
う

こ
と

に

よ
り

、
助

成
対

象
と

な
る

申
立

類
型

の
統

一
が

図
ら

れ
た

事
例

が
あ
り

ま
し

た
。

各
都

道
府

県
に

お
い

て
は

、
上

記
事

例
や

次
項

の
好

事
例

等
を

参
考

と
し

、
広

域
的

な
見

地
か

ら
の

市
町

村
支

援
を

お
願

い
し

ま
す

。

６
好

事
例

自
治

体
の

取
組

に
つ

い
て

Ｒ
４

調
査

研
究

事
業

で
は

、
市

町
村

長
申

立
て

及
び

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

の
全

国
の

実
施

状
況

や
好

事
例

等
の

把
握

を
行

う
と

と
も

に
、

有
識

者
や

専
門

職
、
自

治
体

関
係

者
で

構
成

さ
れ

る
検

討
委

員
会

で
の

議
論

を
踏

ま
え

、
別

添
の

と
お

り
参

考
事

例
集

を
と
り

ま
と

め
ま

し
た

。

参
考

事
例

集
で

は
、
市

町
村

の
取

組
と

し
て

、

・
市

町
村

長
申

立
て

を
含

め
た

適
切

な
支

援
に

つ
な

げ
る

仕
組

の
整

備

・
支

援
策

の
検

討
を

効
率

的
に

行
う

た
め

の
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

の
作

成
・

活
用

・
専

門
職

へ
相

談
・

助
言

を
受

け
る

体
制

の
整

備

都
道

府
県

の
取

組
と

し
て

、

・
管

内
市

町
村

の
状

況
を

把
握

し
た

上
で

の
個

別
市

町
村

毎
の

伴
走

支
援

・
市

町
村

長
申

立
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
モ

デ
ル

要
綱

の
作

成
・

周
知

・
市

町
村

職
員

や
相

談
窓

口
を

担
う

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

の
実

施

等
に

つ
い

て
盛

り
込

ん
で

い
ま

す
。

各
市

町
村

及
び

各
都

道
府

県
に

お
い

て
は

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

取
組

や
体

制
整

備
等

を
検

討
す

る
際

の
参

考
と

し
て

御
活

用
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

【
別

添
】

全
国

的
な
市

町
村

長
申

立
の

適
切

な
実

施
や

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

の
推

進
に

向
け

て

＜
参

考
事

例
集

＞

【
Ｒ

４
調

査
研

究
事

業
査

報
告

書
の

掲
載

先
】

「
成

年
後

見
制

度
に

お
け

る
市

町
村

長
申

立
の

適
切

な
実

施
及

び
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
の

推
進

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

」
報

告
書

一
般

財
団

法
人

日
本

総
合

研
究

所
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ 厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

障
害

福
祉

課
地

域
生

活
・

発
達

障
害

者
支

援
室

電
話

：
（

内
線

：
）

：

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

精
神

・
障

害
保

健
課

電
話

：
（

内
線

：
）

：

厚
生

労
働

省
老

健
局

認
知

症
施

策
・

地
域

介
護

推
進

課

電
話

：
（

内
線

：
）

：
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事
務

連
絡

 

令
和
５
年
２
月
９
日

 

 各
 
 
都
道
府
県

 
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
担
当
課

 
御
中

 

 

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部

 

障
害
福
祉
課
地
域
生
活
支
援
推
進
室

 

  

都
道
府
県
に
よ
る
法
人
後
見
養
成
研
修
の
推
進
に
つ
い
て

 

 

平
素
よ
り
障
害
保
健
福
祉
行
政
の
推
進
に
ご
尽
力
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

成
年
後
見
制
度
の
担
い
手
と
な
る
法
人
後
見
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
利
用
者
増
に
対
応
す
る
た
め
の
成
年

後
見
人
等
の
担
い
手
の
確
保
と
い
う
観
点
の
ほ
か
、
比
較
的
長
期
間
に
わ
た
る
制
度
利
用
が
想
定
さ
れ
る
障

害
者
や
、
支
援
困
難
な
事
例
へ
の
対
応
な
ど
の
観
点
か
ら
、
全
国
各
地
で
取
組
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

 

ま
た
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な
地
域
課
題
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

法
第

1
5
条
に
基
づ
く
都
道
府
県
に
よ
る
取
組
が
重
要
で
す
。

 

令
和
４
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
二
期
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、

 

・
国
に
よ
る
法
人
後
見
実
施
の
た
め
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
周
知
や
、

 

・
都
道
府
県
に
よ
る
法
人
後
見
実
施
の
た
め
の
研
修
の
実
施
と
交
流
支
援

 

に
つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
（
別
添
１
）

 

 
あ
わ
せ
て
、
同
計
画
の
工
程
表
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
よ
る
法
人
後
見
実
施
団
体
の
育
成
方
針
の
策
定

及
び
養
成
研
修
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
末
の
数
値
目
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
と
し
て
全

4
7
都
道
府
県
で
の
実
施

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
別
添
２
）

 

 
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
の
令
和
５
年
度
予
算
（
案
）
に
お
い
て
は
、
地
域
生
活
支
援
事
業
費

等
補
助
金
の
メ
ニ
ュ
ー
事
業
と
し
て
、
新
た
に
都
道
府
県
が
実
施
主
体
と
な
る
法
人
後
見
養
成
研
修
事
業
に

つ
い
て
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
（
別
添
３
）

 

都
道
府
県
に
お
か
れ
て
は
、
同
計
画
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
末
ま
で
に
法
人
後
見
の
育
成
方

針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
下
記
の
点
に
留
意
の
上
、
本
補
助
金
の
活
用
等
に
よ
り
法
人
後
見
養
成
研
修
の

実
施
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

 

記
 

 （
研
修
の
対
象
、
内
容
等
）

 

１
 
研
修
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
法
人
後
見
の
立
ち
上
げ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
法
人
後
見
を
適
切
に
実

施
で
き
る
団
体
を
養
成
す
る
観
点
を
踏
ま
え
、

 

 
・
法
人
後
見
の
実
施
を
検
討
中
の
法
人
や
関
心
の
あ
る
法
人
な
ど
幅
広
く
対
象
と
し
た
研
修

 

 
・
法
人
後
見
を
実
際
に
担
う
（
予
定
を
含
む
）
法
人
を
対
象
と
し
た
専
門
的
な
研
修

 

に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
法
人
後
見
の
ニ
ー
ズ
や
担
い
手
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

 

 
ま
た
、
法
人
後
見
の
実
施
団
体
と
し
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
活
動
の
更
な
る
推
進
が
期
待
さ
れ

る
が
、
一
方
で
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
中
核
機
関
等
の
整
備
・
運
営
が
期
待
さ
れ
る
場
合
も
多
い
こ
と
か

ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
以
外
の
法
人
後
見
の
担
い
手
の
育
成
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。 

あ
わ
せ
て
、
法
人
後
見
を
担
う
人
材
と
し
て
市
民
後
見
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
後

見
人
に
専
門
的
な
立
場
か
ら
支
援
を
行
う
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
な
お
、
先
行
し
て
実
施
す
る
自
治
体
に
お
け
る
「
法
人
後
見
養
成
に
係
る
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例
」
及

び
「
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
後
見
人
等
と
し
て
法
人
を
選
任
す
る
際
の
考
慮
要
素
（
最
高
裁
判
所
作
成
資

料
）
」
に
つ
い
て
、
別
添
の
と
お
り
送
付
す
る
の
で
、
法
人
後
見
養
成
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
に

当
た
っ
て
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。
（
別
添
４
・
５
）

 

 

（
研
修
実
施
に
当
た
っ
て
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
）

 

２
 
研
修
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
や
専
門
職
団
体
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
裁
判
所
が
後
見
人
等
を
選
任
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
研
修
内
容
を
家
庭
裁
判
所
と
情
報
共
有
す

る
こ
と
や
、
家
庭
裁
判
所
に
研
修
の
講
師
と
し
て
協
力
を
依
頼
す
る
等
、
家
庭
裁
判
所
と
連
携
・
協
力
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

 

 （
法
人
後
見
推
進
の
取
組
）

 

３
 
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
や
専
門
職
団
体
、
家
庭
裁
判
所
と
連
携
し
、
以

下
に
掲
げ
る
取
組
を
行
う
等
に
よ
り
法
人
後
見
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。

 

・
法
人
後
見
養
成
研
修
を
修
了
し
た
法
人
の
情
報
を
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
係
る
協
議
会
に
お

い
て
共
有

 

・
法
人
後
見
実
施
団
体
が
参
加
す
る
連
絡
会
を
設
け
、
法
人
の
活
動
・
支
援
状
況
の
共
有
や
、
勉
強
会
の

実
施
な
ど
の
取
組
を
実
施

 

・
連
絡
会
の
実
施
に
関
す
る
情
報
を
、
既
に
選
任
さ
れ
活
動
し
て
い
る
法
人
後
見
実
施
団
体
に
対
し
て
も

家
庭
裁
判
所
と
連
携
し
て
周
知

 

   

（
担
当
）

 

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部

 

障
害
福
祉
課

 
地
域
生
活
支
援
推
進
室

 

虐
待
防
止
対
策
専
門
官

 
松
崎

 

虐
待
防
止
対
策
係
長

 
松
本

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

0
3
－

5
2
5
3
－

1
1
1
1
（
内
線

3
1
4
9
）

 

E
-
m
a
i
l
 
：

s
o
u
d
a
n
-
s
h
i
e
n
@
m
h
l
w
.
g
o
.
j
p
 

- 87 -



○第二期成年後見制度利用促進基本計画（令和４年３月25日閣議決定）
４ 優先して取り組む事項
（２）担い手の確保・育成
③法人後見の担い手の育成
ア 基本的考え方

・ 法人後見については、制度の利用者増に対応するための後見人等の担い手確保という観点のほか、比較的長期間にわたる制度利用が
想定される障害者や、支援困難な事案への対応などの観点から、全国各地で取組を推進していく必要がある。これまで市町村は、後見人
等の担い手確保が困難な場合などに、主として社会福祉協議会による法人後見の育成を進めてきた。法人後見の実施団体としては、社
会福祉協議会による後見活動の更なる推進が期待される。

・ 一方、社会福祉協議会には中核機関等の整備・運営が期待される場合も多い。このため、各地域において、都道府県及び市町村等が連
携して、社会福祉協議会以外の法人後見の担い手の育成をする必要がある。第二期計画では、都道府県による育成も進めるものとする。

イ 法人後見実施のための研修カリキュラムの周知等
・ 国は、法人後見実施団体が増加し、適切な後見活動を行えるようにするため、「法人後見実施のための研修カリキュラム」を周知する。

また、法人後見の活動・運営状況を調査し、法人後見の活動状況等の周知を行うほか、法人後見実施団体の活動を支援するために必
要な方策を検討する。なお、「法人後見実施のための研修カリキュラム」の周知に当たっては、後見人等の選任が裁判事項であるため、一
律の基準にあたるものではないことに留意しつつ、最高裁判所の集約・整理した法人が後見人等に選任される際の考慮要素等も併せて
周知することが重要である。（中略）

・ 国は、社会福祉法人による法人後見について、社会福祉連携推進法人の活用等、複数の社会福祉法人が連携して後見を担うしくみを含
め、推進を検討する必要がある。その際、福祉サービスの利用者に対して法人後見を行う場合に、それが当該法人が日常的に行う見守り
などの福祉サービスに含まれないものであるかや、利益相反等の観点に十分に留意する必要がある。（以下略）

ウ 都道府県による法人後見実施のための研修の実施と交流支援

・ 都道府県には、圏域毎に法人後見の担い手の育成方針を策定した上で、法人後見実施のための研修を実施することが期待される。また、
市町村による候補者推薦や家庭裁判所の選任に資するよう、法人後見実施のための研修を修了した法人についての情報を、協議会にお
いて共有することも考えられる。都道府県が、法人後見実施団体が参加する連絡会を設けるなどの取組も、法人同士のつながりの支援に
おいて有効である。連絡会では、それぞれの法人の活動・支援状況の共有や、勉強会の実施などの取組が考えられる。

・ 都道府県は、多様な団体が参加できるよう、上記連絡会の実施に関する情報を、既に選任され活動している法人後見実施団体に対して、
家庭裁判所と連携して周知する。家庭裁判所には、周知に協力することが期待される。

○成年後見制度の利用の促進に関する法律（平成二十八年法律第二十九号）
（都道府県の講ずる措置）

第十五条 都道府県は、市町村が講ずる前条の措置を推進するため、各市町村の区域を超えた広域的な見地から、成年後見人等となる人材の
育成、必要な助言その他の援助を行うよう努めるものとする。

参照条文等 別添１

法人後見養成研修事業（地域生活支援事業 都道府県任意事業）

KPI※１

（令和6年度末の数値目
標）

令和4年度 令和5年度 令和6年度※２ 令和7年度 令和8年度

優
先
し
て
取
り
組
む
事
項

※

3

任意後見制度の利用促進

・周知・広報

・適切な運用の確保に関する取組

・全1,741市町村
・全50法務局・
地方法務局
・全286公証役場

ー

担い手の確保・育成等の推進

・都道府県による担い手（市民後見人・法人後見実
施団体）の育成の方針の策定

・都道府県における担い手（市民後見人・法人後見
実施団体）の養成研修の実施

・全47都道府県

・全47都道府県

市町村長申立ての適切な実施と成年後見制度
利用支援事業の推進

・都道府県による市町村長申立てに関する研修
の実施

・成年後見制度利用支援事業の推進

・全47都道府県

・全1,741市町村

権利擁護支援の行政計画等の策定推進

・市町村による計画策定、第二期計画に基づく
必要な見直し

・全1,741市町村

都道府県の機能強化

・都道府県による協議会設置 ・全47都道府県

※１ KPIは、工程欄の色付き矢印に対応するもの。 ※２ 専門家会議は、令和６年度に、各施策の進捗状況を踏まえ、個別の課題の整理・検討を行う。
※３ 優先して取り組む事項とは、全ての項目に対し、令和６年度までのKPIを設定して推進するもの。

都道府県における担い手（市民後見人・法人後見）の養成研修の実施

都道府県による担い手（市民後見人・法人後見）の育成方針の策定

市民後見人養成
研修カリキュラム
の見直しの検討

関係機関等による周知の継続

全国で適切に実施
する方策の検討

利用状況等を踏まえ、制度趣旨に沿った適切な運用の確保策の検討

市町村、法務局・地方法務局、公証役場等における
リーフレット・ポスターなどによる制度の周知

都道府県による担い手の継続的な確保・育成等

都道府県による市町村長申立てに関する研修の実施 都道府県による研修の継続実施

市町村による計画策定・必要な見直し 策定状況等のフォローアップ

都道府県による都道府県単位等での協議会の設置 都道府県による協議会の継続的な運営

市町村による実施

市町村長申立ての実態等の把握、必要に応じた実務の改善

市町村による適切な実施のための必要な見直し等の検討
※見直しを終えた市町村は、適時その内容に応じて実施

KPI（第二期成年後見制度利用促進基本計画） 別添２

- 88 -



成年後見制度法人後見支援事業・法人後見養成研修事業

１．目的
成年後見制度における後見等の業務を適切に行うことができる法人を確保できる体制を整備するとともに、

市民後見人の活用も含めた法人後見の活動を支援することで、障害者の権利擁護を図ることを目的とする。

２．事業内容
（１）法人後見実施のための研修

法人後見実施団体、法人後見の実施を予定している団体等に対する研修の実施
（２）法人後見の活動を安定的に実施するための組織体制の構築
ア 法人後見の活用等のための地域の実態把握
イ 法人後見推進のための検討会等の実施

（３）法人後見の適正な活動のための支援
弁護士、司法書士、社会福祉士等の専門職により、法人後見団体が困難事例等に円滑に対応できるた
めの支援体制の構築

（４）その他、法人後見を行う事業所の立ち上げ支援など、法人後見の活動の推進に関する事業

３．実施主体 （１）都道府県（新規）・市町村、（２）～（４）市町村

４．令和５年度当初予算案

地域生活支援事業費等補助金 ５０７億円の内数（令和４年度予算：５０６億円）

別添３

神奈川県 研修名称：法人後見担当者基礎研修・日常生活自立支援事業現任研修（令和４年度）

実施主体：神奈川県社会福祉協議会　成年後見推進センター

受講対象：市区町村・市区町村社協職員（市民後見人含む）、NPO法人等　法人後見受任団体職員

日程：オンライン配信

■法人後見担当者基礎研修～成年後見制度の概要と法人後見について～

目的：地域における成年後見制度の利用を促進するとともに、成年後見制度にかかる人材育成を目的とする

カリキュラム 内容等 講師

第1講：成年後見制度概論（60分） 成年後見制度の概要（法定後見制度、任意後見制度） 県弁護士会

第2講：法人後見の意義について（60分）
・法人後見の役割
・法人後見事業や市民後見人が地域と関わる意義

社会福祉士

第3講：市町村長申立てについて（45分）
・市町村長申立ての実務
・取組状況についての事例報告

市介護福祉課

第4講：市町村社協の法人後見について（45分）
・当該市社会福祉協議会の法人後見の仕組み
・市民後見人の養成・育成について
・取組状況についての事例報告

市社会福祉協議会

■法人後見担当者基礎研修～対人援助の基本と本人理解～

カリキュラム 内容等 講師

第1講：障害の理解（認知症）（約90分）
・認知症について
・支援のポイント等

ＮＰＯ法人

第2講：障害の理解（知的障害）（約90分）
・知的障害について
・意思決定を踏まえた支援のポイント等

社会福祉法人

第3講：障害の理解（精神障害）（約90分）
・精神障害について
・障害の捉え方について等

精神保健福祉士事務所

第4講：対人援助の基礎（意思決定支援）（90分）
・対人援助者の心構え
・意思決定支援の考え方について等

学識経験者

■法人後見担当者現任研修：本人死亡後の対応

カリキュラム 内容等 講師

第1講：成年後見制度における死後事務について（90分）
・相続に関する基礎知識
・後見人における死後事務の対応範囲について
・相続人調査の実施方法について

県弁護士会

第2講：事例から学ぶ相続人調査（30分）
・当該市社会福祉協議会における法人後見の仕組み（事
業体制・受任件数など）
・事例紹介

市社会福祉協議会

担当部署：神奈川県福祉子どもみらい局福祉部地域福祉課 1

　　　　法人後見養成に係る研修カリキュラム例

目的：対人援助の基本と障害について学び、日々の支援を振り返るとともに、本人のための財産管理・身上保護の取組を進める

目的：死後の事務に関連する知識を深め、成年後見制度にかかる人材育成を目的とする

別添４
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新潟県 研修名称：法人後見・権利擁護センター職員研修会（令和4年度）

目的：法人後見や権利擁護支援に携わる関係者が学びを深め、県内における権利擁護支援体制の整備及び支援の質の一層の充実に資すること

実施主体：新潟県、新潟県社会福祉協議会

受講対象：法人後見実施団体、市町村、中核機関、地域包括支援センター、相談支援事業所、法人後見を検討中又は関心のある法人等

日程：1日　10:00～16:30

カリキュラム 内容等 講師

行政説明
法人後見の必要性や法人後見事業の取組状況等について（20分）

・成年後見制度の利用状況
・法人後見の必要性
・第二期成年後見制度利用促進基本計画における法人後見
・県内における法人後見事業の取組状況
・県の支援策（マニュアル・研修会等）

県保健福祉部障害福祉課

講義
法人後見実務において知っておくべき“身上保護”と“財産管理”
（130分）

・初めて成年後見人に選任された人（法人後見業務に従事した
人）を想定し、時間の流れに沿って財産管理に係る手続き等の
必要な業務や判断基準、身上保護について、県及び県社協作成
の法人後見業務マニュアルを用いながら講師の実例を交えて説
明。

弁護士

講義・演習
①意思決定支援の実践
②事例から考える意思決定支援 ～本人の心からの希望と価値観を踏
まえたチーム支援のあり方とは～（180分）

①
・なぜ意思決定支援が必要なのか
・人生における意思決定支援とは
・ケースを基にした意思決定支援の考察
・トーキングマットの紹介
②
・意思決定支援への関心の高まっている背景
・国連・障害者権利条約（対日審査に係る障害者権利委員会の
総括所見の紹介と今後の検討課題）
・成年後見制度に係る国の動向
・意思決定支援の難しさ、注意点、ゴール（意思決定支援と代
行決定の違い）
・国内の様々な意思決定支援ガイドラインを基に事例を通じた
演習

・弁護士
・社会福祉士

担当部署：新潟県福祉保健部障害福祉課 2

大阪府 研修名称：法人後見専門職員養成研修（令和４年度）

実施主体：大阪府

受講対象：大阪府法人後見人バンクへの登録を希望する社会福祉法人が適任者として推薦した者

日程：３日間（16時間）

カリキュラム 内容 講師

成年後見制度の概要(180分)
成年後見制度の必要性、趣旨、理念
成年後見人等の役割、権限と義務
法人後見の位置づけ

弁護士

権利擁護活動の現状(30分)
権利擁護と支援の基本的な考え方や内容（日常生活自立
支援事業・市民後見人）

大阪府社協

意思決定支援を踏まえた後見活動の実際(90分)
権利擁護支援としての意思決定支援の考え方と基本的な
内容

社会福祉士

就任時からの流れ(60分) 就任から修了までの事務の概要 司法書士

後見計画と財産目録の作成(120分) 後見計画、財産目録、収支予定表等の作成 司法書士

財産管理の実務(60分) 財産管理の考え方と基本的な実務に関するポイント 司法書士

身上保護の実務(120分) 身上保護の知識及び実務（演習あり） 社会福祉士

報告書の書き方(60分) 家庭裁判所への提出書類の作成（演習あり） 大阪家庭裁判所

後見実務の諸問題及び関連法律知識(120分)
成年後見人等が直面しうる法的課題、虐待防止法など、
死後事務、終了事務など

弁護士

グループワーク(120分) 事例を通して後見人の役割を考える 三士会より1名ずつ

担当部署：大阪府福祉部地域福祉課 3

目的：社会福祉法人が「地域における公益的な取組」として法人後見を行う事を支援
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宮崎県 研修名称：法人後見専門員育成研修会（令和３年度）

実施主体：宮崎県、宮崎県社会福祉協議会

受講対象：市町村行政職員、市町村社協職員、中核機関職員、法人後見実施団体職員等

日程：２回に分けて開催

プログラム①

カリキュラム 内容 講師等

基調説明（50分） 宮崎県における法人後見の取組等 県長寿介護課医療・介護連携推進室

講義・演習（170分） 法人後見事業に必要な基礎知識 リーガルサポート県支部

講義（60分） 法人後見事業における死後事務 リーガルサポート県支部

プログラム②

カリキュラム 内容 講師等

実践報告（80分） 地域における成年後見制度利用促進に向けた体制整備 甲府市社会福祉協議会

講義・演習（210分） 後見活動における権利擁護と身上保護の実務 社会福祉士

研修名称：令和３年度　法人後見支援員（市民後見人）フォローアップ研修会

実施主体：宮崎県及び宮崎県社協

受講対象：法人後見支援員（市民後見人）養成研修修了者

日程：２回に分けて開催

プログラム①

カリキュラム 内容 講師等

講義（50分） 宮崎県における成年後見制度の現状 県長寿介護課医療・介護連携推進室

講義（50分） 後見人としての手続き上の留意点 宮崎家庭裁判所

報告（60分） 市民後見人活動状況 市民後見人（２名）

講義（120分） 成年後見人の倫理と支援 社会福祉士

プログラム②（※新型コロナウイルス感染症拡大のため、中止）

カリキュラム 内容 講師等

事例検討（420分） 事例を通じて成年後見人の業務内容を学ぶ 県内大学教授

担当部署：宮崎県福祉保健部長寿介護課医療・介護連携推進室 4

目的：法人後見支援員（市民後見人）への支援のための専門知識等の習得、地域連携ネットワークの構築を見据えた関係機関との連携のあり方や調整力の向上を図る。

目的：法人後見受任に関する行政や市町村社協の役割、法人後見の実務及び法人後見専門員として法人後見支援員への指導・助言に必要な基本的知識を学ぶ。

成年後見人を選任するには，成年被後見人の心身の状態並びに生活及び財産の状況，成年後見人となる者の職業及び経歴並びに成
年被後見人との利害関係の有無（成年後見人となる者が法人であるときは，その事業の種類及び内容並びにその法人及びその代表者
と成年被後見人との利害関係の有無），成年被後見人の意見その他一切の事情を考慮しなければならない。

民法８４３条４項 ※保佐人・補助人について準用

1

法人として適正に成立，構成されているか

法人の事業目的及び内容が高齢者・障害者
等の福祉にかなうものであるか
⇒営利性の有無や目的を確認。本人の資産が営利目的に
利用・悪用される可能性に注意

法人登記の履歴事項全部証明書
定款
設立趣意書
事業計画書

確認資料（例）検討の視点（例）

法人の事業の種類及び内容

法人の財務基盤

財政状況（資産や収支）が安定しているか

法人の財務が適正に管理されているか

決算報告書，貸借対照表，収支予算書

賠償責任保険の証書

組織規程，組織図，役員等名簿

確認資料（例）検討の視点（例）

本人に与えた損害を賠償する能力があるか

法人を選任する際の考慮要素

⇒会計専門職が法人の運営に関与しているかなどを確認

別添５令和３年９月９日 成年後見制度利用促進専門家会議
第２回福祉・行政と司法の連携強化WG 最高裁判所提出資料
（本資料に係る説明は上記会議の議事録を参照）
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法人を選任する際の考慮要素

後見等事務を遂行する能力

事務担当者に後見事務を遂行する能力があるか

事務担当者に対する指導監督態勢は適切か

⇒経歴，研修歴，専門職団体への加入の有無，後見事務に
関する活動実績等を確認

⇒担当者から法人への定期報告の有無，理事会や専門委員
会による監督や監査の有無，法的な問題が生じたときの相
談体制の有無等を確認

役員等名簿

組織規程，組織図

後見業務の実施に関する規定や要領

法人内部の指導監督態勢の規定や要領

養成及び研修制度の内容が分かる書類

不正発覚時の対応規定

個人情報の取扱に関する規定や要領

確認資料（例）検討の視点（例）

担当者に対する研修制度は整備されているか

財産管理の方法は適切か

不正発覚時の態勢が適切であるか
個人情報保護の対策がとられているか

本人との利害関係

検討の視点（例）
本人との間に具体的な利害関係を有するか

将来的に本人に不利益が生じる可能性があるか

確認資料（例）

候補者事情説明書（裁判所の書式）

本人との利害関係の有無を示す資料
実質的な利益相反関係に立つことを防止する仕
組みがあるか

2

⇒本人に有償のサービスを提供しているなど

3

法人の財務基盤について

財政状況の安定性について一定の基準を設けているわけではなく，最低限，明らかに財政状況が悪化し
ているなど経営破綻の兆候がないか，本人に損害を与えた際の賠償能力が確保されているかどうか，収
支予測について合理的な説明があるかどうかを確認した上で，後見監督において定期的に疎明資料を提
出させて財政状況を確認している例が複数あった。

財務基盤が脆弱であると法人の存続自体を危ぶませることになりかねず，長期間にわたり後見事務を行
うという法人後見の大きなメリットを損なうおそれが生じる。また，多数の案件を受任している法人が
財政破綻したときの影響は非常に大きい。

法人の設立後間もなく，裁判所に財務状況に関する資料が提出できない場合でも，保険への加入や専門
職への相談体制等を踏まえて，選任を認めている例があった。

一方，後見事業は利益を追求する性質のものではない上，設立当初から安定性の客観的裏付けを求める
ことが困難な場合もあり得ることから，この段階で財政基盤の安定性を厳格に求めると，新規法人が成
年後見人等を受任することは難しくなる。

法人後見の選任の実情について把握するため，法人後見の選任実績の比較的多い家裁を対象に，
実際に選任されている法人の実情や考慮要素に関する考え方等についてヒアリングを行った。

（※必ずしも全国的な傾向を示すものではないことに留意）

調査の内容

問題意識

選任の実情

主要な考慮要素に関する考え方～一部の家裁の実情から～
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4

後見等事務を遂行する能力について

法人の人的構成，後見事務担当者の質，事務担当者に対する指導監督体制を確認する例が多かった。

後見事務担当者又は補助者が専門職でない場合でも，専門職による内部的な指導・監督体制があるかど
うか，外部のアドバイザーとして専門職が関わっているか，第三者機関による監督・チェックの仕組み
があるかなどの事情を勘案し，選任を認めた例もあった。

選任されている法人の多くは，既に後見事務の経験のある社会福祉士，弁護士，司法書士が役員となっ
ており，構成員の後見事務についての経験や専門職の関与に着目している例が多かった。

適正な後見業務を行うためには，人的態勢が整っていることが重要である。

個人受任の場合は，当該個人の資質について確認すれば足りるが，法人受任の場合は法人の代表者が実
際の後見事務担当者とは限らないため，組織的に後見事務を適正に遂行する能力が備わっているか，実
質的に審査する必要がある。

問題意識

選任の実情

主要な考慮要素に関する考え方～一部の家裁の実情から～

法人又は法人の代表，理事長及び担当者等と本人との間に利害関係がないかどうかを確認している。

5

本人との利害関係について

具体的な利害関係がある場合，問題を解消するための方策（監督人の関与の在り方等）や，利害関係が
どの程度であれば選任に支障がないといえるか等の整理が難しいとして，慎重に考える家裁が多かった。

特に本人が入所する施設を経営する法人については，基本的には選任を避けるとの考えを示す家裁が多
かった（ただし，ここ数年，本人が入所する施設を経営する法人を候補者として申立てがあった事案は
見当たらないとする家裁もあった。）。

本人が入所する施設を経営する法人，本人に福祉サービスを提供する法人を巡っては，その選任の適否
をどのように考えるべきか，どのような監督体制があれば利益相反を防止するために十分といえるのか
等について，検討を深める必要がある。

一般的に，本人に有償のサービスを提供している法人が本人の後見人等となり，利益相反関係に立ち，
代理権を有することになると，対価としてふさわしくない出捐を本人にさせて利益を得たり，サービス
の終了や変更ができなくなったりするなどの不正行為のリスクが否定できない。
特に本人が入所する施設を経営する法人が後見人等となると，被後見人等の居所の選択に係る自由も制
限されることになりかねないなどの指摘もある。

本人が入所する施設の関連法人が候補者となった事案について，法人の役員や職員が重複していないか，
財政基盤が分かれているかなど，実質的な利益相反の可能性を検討した上で，選任した例があった。

問題意識

選任の実情

主要な考慮要素に関する考え方～一部の家裁の実情から～
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事 務 連 絡

令和５年４月２６日

各都道府県 市民後見担当課（室）御中

厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課

市民後見人養成のための基本カリキュラムについて

日頃から成年後見制度の利用促進や権利擁護の推進に御尽力いただき、厚く御礼申し上げ

ます。

市民後見人は、成年後見制度の担い手という観点のほか、地域共生社会の実現のための人

材育成や地域づくりという観点から養成を進めていく必要があります。しかし、市民後見人

養成のための基本カリキュラムは平成 年度に策定されて以降、改定が行われておらず、

「第二期成年後見制度利用促進基本計画」（令和４年３月 日閣議決定）において、意思決

定支援の内容を含める等、より充実したカリキュラムへの見直しを検討するとされていたと

ころです。

これを踏まえ、特定非営利活動法人 地域共生政策自治体連携機構は、令和４年度厚生労

働省老人保健健康増進等事業により、「市民後見人養成研修カリキュラム及び市民後見人の

活躍促進に関する調査研究事業」を実施しました。本事業では、自治体で実際に使用されて

いるカリキュラムの収集・比較や追加すべき科目の洗い出し等を行うとともに、有識者や専

門職、自治体関係者等で構成される研究会での議論を踏まえ、科目の検討や時間配分の見直

し等を行い、別添のとおり基本カリキュラムの改定版が取りまとめられました。

つきましては、各自治体において地域の実情に応じた市民後見人養成研修カリキュラムを

検討する際の参考として御活用ください。

各都道府県においては、管内市町村への周知をお願いいたします。

【別添】市民後見人養成のための基本カリキュラム（令和４年度改定版）

【調査研究事業報告書の掲載先】

「市民後見人養成研修カリキュラム及び市民後見人の活躍促進に関する調査研究事業」

特定非営利活動法人 地域共生政策自治体連携機構ホームページ

厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課

電話： （内線： ）

：
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市
民
後
見
人

※
養
成
の
た
め
の
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

※
こ
こ
で
い
う
「
市
民
後
見
人
」
に
は
、「

市
民
」
の
立
場
で
地
域
の
権
利
擁
護
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
（
法
人
後
見
の
支
援
員
や
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
生
活
支

援
員
、
権
利
擁
護
サ
ポ
ー
タ
ー
・
意
思
決
定
サ
ポ
ー
タ
ー
等
）
が
含
ま
れ
ま
す
。
必
ず
し
も
家
庭
裁
判
所
か
ら
の
選
任
を
要
件
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

基
礎
研
修

単
位
／

分

◆
市
民
後
見
概
論

単
位
／

分

№
研
修
テ
ー
マ

科
目

単
位

時
間

１
市
民
後
見
概
論

市
民
後
見
概
論

※
市
町
村
責
任
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
含
む

単
位

分

◆
意
思
決
定
支
援

単
位
／

分

№
研
修
テ
ー
マ

科
目

単
位

時
間

２
意
思
決
定
支
援

意
思
決
定
支
援

３
単
位

分

◆
対
象
者
理
解

単
位
／

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

 
科
目

 
単
位

時
間

３
対
象
者
理
解

高
齢
者
の
理
解

単
位

分

４
認
知
症
の
理
解

単
位

分

５
障
害
者
の
理
解

単
位

分

◆
成
年
後
見
制
度
の
基
礎

単
位
／

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

 
科
目

 
単
位

時
間

６
成
年
後
見
制
度
の
基
礎

成
年
後
見
制
度
概
論

単
位

分

７
成
年
後
見
制
度
各
論
Ⅰ

法
定
後
見
制
度

単
位

分

８
成
年
後
見
制
度
各
論
Ⅱ

任
意
後
見
制
度

単
位

分

９
権
利
擁
護
支
援
と
市
町
村
責
任

単
位

分

◆
民
法
の
基
礎

単
位
／

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

 
科
目

 
単
位

時
間

民
法
の
基
礎

家
族
法

単
位

分

財
産
法

単
位

分

◆
関
係
制
度
・
法
律
（
当
該
市
町
村
・地

域
の
取
組
現
状
）

（
Ⅰ
）

単
位
／

分
（Ⅱ

）
単
位
／

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

 
科
目

 
単
位

時
間

関
係
制
度
・法

律
（Ⅰ

）
介
護
保
険
制
度

単
位

分
（
（
当
該
市
町
村
・
地
域
の
取
組
現
状
）

高
齢
者
施
策
／
高
齢
者
虐
待
防
止
法

単
位

分

障
害
者
施
策
／
障
害
者
虐
待
防
止
法

単
位

分

１
５

障
害
者
権
利
条
約
・
障
害
者
差
別
解
消
法

１
単
位

分

１
６

関
係
制
度
・法

律
（Ⅱ

）
生
活
保
護
制
度
・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

１
単
位

分

７
公
的
医
療
保
険
制
度

単
位

分

１
８

年
金
保
険
制
度

単
位

分

１
９

税
務
申
告
制
度

単
位

分

２
０

消
費
者
保
護

単
位

分
※
都
道
府
県
な
ど
広
域
で
研
修
実
施
の
場
合
、
市
町
村
に
お
い
て
「当

該
市
町
村
・地

域
の
現
状
」
を
補
講
す
る
こ
と

合
計

単
位

単
位

（
講
義
・
実
務
・
演
習
）
＋

単
位

（
体
験
学
習

レ
ポ
ー
ト
作
成
）

補
講
を
行
う
場
合

単
位

※
単
位

分

改
定

◆
市
民
後
見
活
動
の
実
際

単
位
／

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

 
科
目

 
単
位

時
間

市
民
後
見
活
動
の
実
際

中
核
機
関
等
の
実
務
と
市
民
後
見
活
動

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

単
位

分

現
役
市
民
後
見
人
に
よ
る
実
践
報
告

単
位

分

実
践
研
修

単
位
／

４
分

単
位

（
体
験
実
習
・
レ
ポ
ー
ト
作
成
）

◆
対
人
援
助
の
基
礎

単
位
／

分

№
研
修
テ
ー
マ

科
目

単
位

時
間

対
人
援
助
の
基
礎

対
人
援
助
の
基
礎

※
権
利
擁
護
の
理
念
を
含
む

単
位

分

◆
体
験
実
習
（
ﾌ
ｨｰ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾜ
ｰ
ｸ
）

単
位
／
１
日
半

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

科
目

単
位

時
間

体
験
実
習
①

体
験
実
習
に
つ
い
て
の
留
意
点

単
位

分

体
験
実
習
②

市
民
後
見
人
の
活
動
体
験

単
位

約
半
日

体
験
実
習
③

施
設
実
習

単
位

約
日

◆
家
庭
裁
判
所
の
役
割

単
位
／

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

科
目

単
位

時
間

家
庭
裁
判
所
の
役
割

家
庭
裁
判
所
の
実
際

単
位

分

◆
成
年
後
見
の
実
務

単
位
／

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

科
目

単
位

時
間

成
年
後
見
の
実
務

成
年
後
見
の
実
務

５
単
位

分

◆
課
題
演
習
（
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟﾜ
ｰ
ｸ
）

単
位
／

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

科
目

単
位

時
間

課
題
演
習

事
例
報
告
と
検
討

５
単
位

分

◆
レ
ポ
ー
ト
作
成

単
位

 
№

研
修
テ
ー
マ

科
目

単
位

時
間

レ
ポ
ー
ト
作
成
①

志
望
動
機
書

ｴﾝ
ﾄﾘ
ｰｼ
ｰﾄ

－
－

１
レ
ポ
ー
ト
作
成
②

体
験
実
習
の
報
告
書
作
成

単
位

－

レ
ポ
ー
ト
作
成
③

市
民
後
見
人
像
（
ど
ん
な
市
民
後
見
に
な
り
た
い
か
）

単
位

－

補
講

※
単
位
／

分
※
都
道
府
県
な
ど
広
域
で
研
修
実
施
の
場
合
、
当
該
市
町
村
に
お
い
て
「
当
該
市
町
村
・地

域
の
現
状
」
の
補
講
を
適
宜
行
う
イ
メ
ー
ジ

◆
当
該
市
町
村
・地

域
の
現
状

単
位
／

分
 

№
研
修
テ
ー
マ

科
目

単
位

時
間

当
該
市
町
村
・地

域
の
現
状

介
護
保
険
・高

齢
者
施
策
へ
の
取
組
状
況

単
位

分

（
単
位
／

分
）

障
害
者
施
策
へ
の
取
組
状
況

単
位

分

３
５

地
域
福
祉
へ
の
取
組
状
況

単
位

分

３
６

社
会
資
源

単
位

分
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事
務

連
絡

 

令
和

３
年

3
月

2
4
日

�

� � 各
都

道
府

県
衛

生
主

管
部

（
局

）
御

中
�

� �

厚
生

労
働

省
健

康
局

健
康

課
予

防
接

種
室

� �

� �

成
年

被
後
見

人
等

に
対

す
る

新
型

コ
ロ

ナ
予

防
接

種
を

実
施

す
る

に
当

た
っ

て
の

�

留
意

事
項

に
つ

い
て

�

� � �
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
係

る
予

防
接

種
（

以
下
「

新
型
コ

ロ
ナ

予
防

接
種

」
と

い
う

。
）

に
つ

い
て

は
、
「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

係
る

予
防

接
種

の
実

施
に

関
す

る
手

引
き

に
つ

い
て

」（
令

和
２

年
�
�
月

�
�
日

付
け

健
発

�
�
�
�
第

４
号

厚
生

労
働
省

健
康

局
長

通
知

）
の

別
添

に

お
い

て
、

現
時

点
で

の
情

報
と

そ
の

具
体

的
な

事
務

取
扱

を
お

示
し
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
�

�
今

般
、
成

年
被

後
見

人
や

被
保

佐
人

、
被

補
助

人
（

以
下
「

成
年

被
後

見
人

等
」
と

い
う

。
）
へ

の

接
種

に
当

た
っ

て
ご

留
意

い
た

だ
き

た
い

事
項

に
つ

い
て

、
以

下
の

と
お

り
お

示
し

し
ま

す
の

で
、

適
切

な
配

慮
が

提
供

さ
れ

る
よ

う
御

協
力

を
お

願
い

す
る

と
と

も
に
、
本

事
務

連
絡

の
内

容
を

管
内

市
区

町
村

に
周

知
い
た

だ
く

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
�

�

記
�

� １
�

接
種

券
の

郵
送

に
つ

い
て

�

接
種

の
対

象
者

が
成

年
被

後
見

人
等

で
、
本

人
に

よ
る

接
種

券
の

受
け

取
り

が
困

難
な

場
合

は
、

接
種

券
の

送
付

先
を

成
年

後
見

人
や

保
佐

人
、
補

助
人

、
任

意
後
見

人
（

以
下
「

成
年

後
見

人
等

」

と
い

う
。
）

に
設

定
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

�

送
付

先
変

更
の

依
頼

が
成

年
後

見
人

等
か

ら
あ

っ
た

際
は

、
成
年

後
見

登
記

制
度

に
基

づ
く

登

記
事

項
証

明
書
（
の

写
し

）
等

に
よ

り
、
成

年
後

見
人

等
と

接
種
の

対
象

者
と

の
関

係
、
成

年
後

見
人

等
の

送
付

先
住

所
の

確
認

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

。
�

ま
た

、
現

状
、

各
市

区
町

村
に

お
い

て
、

成
年

被
後

見
人

等
に

対
す

る
各

種
通

知
文

書
を

、
成

年
後

見
人

等
に

送
付

す
る

取
扱

い
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
関

係
部

局
で

連
携

の
上

、
接

種
券

に

つ
い

て
も

、
同

様
に

成
年

後
見

人
等

に
送

付
す

る
こ

と
を

ご
検

討
い

た
だ

き
た

い
こ

と
。

�

�

�
�
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接
種

を
受

け
る

際
の

同
意

の
確

認
に

つ
い

て
�

成
年

被
後

見
人

等
が

接
種

を
受

け
る

に
当

た
っ

て
は

、
ま

ず
、
成

年
被

後
見

人
等

に
必

要
な

情

報
を
し

っ
か

り
と

伝
え

、
そ

の
上

で
、
本

人
の

意
思

を
可

能
な

限
り

確
認

し
て

い
た

だ
く

必
要

が

あ
る
こ

と
。

�

本
人

の
接

種
の

意
思

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

た
場

合
は

、
本

人
の

自
筆

又
は

本
人

の
同

意
を

確
認
し

た
者

の
代

筆
に

よ
り

予
診

票
の

接
種

の
希

望
欄

に
署

名
い

た
だ

く
こ

と
。

�

本
人

の
接

種
の

意
思

を
確

認
す

る
こ

と
が

難
し

い
場

合
は

、
予

防
接

種
法

令
上

、
接

種
の

対
象

者
が

法
定

後
見

制
度

の
成

年
被

後
見

人
で

あ
れ

ば
成

年
後

見
人

に
よ

る
同

意
の

署
名

が
可

能
だ

が
、
そ

の
場

合
は

家
族

や
医

療
・
ケ

ア
チ

ー
ム

等
、
本

人
の

周
り

の
方

と
相

談
し

な
が

ら
判

断
い

た
だ

く
必

要
が

あ
る

こ
と

。
�

な
お
、

被
保

佐
人

や
被

補
助

人
、

任
意

後
見

制
度

の
被

後
見

人
の

場
合

に
は

、
保

佐
人

や
補

助

人
、
任

意
後

見
人

に
よ

る
署

名
は

で
き

な
い

た
め

、
原

則
ど

お
り

接
種

の
意

思
を

本
人

に
確

認
し

た
上

で
、
本

人
の

自
署

又
は

本
人

の
接

種
の

意
思

を
確

認
し

た
者

の
代

筆
に

よ
り

接
種

の
同

意
欄

に
署

名
す

る
こ

と
。
こ

の
場

合
、
本

人
の

接
種

の
意

思
を

確
認

し
た

上
で

の
代

筆
で

あ
れ

ば
保

佐

人
や

補
助

人
、

任
意

後
見

人
が

行
う

こ
と

も
可

能
で

あ
る

こ
と

。
�
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事 務 連 絡 

令和３年９月１日 

 

 

  都道府県 

各 指定都市 民生主管部（局）長 殿 

  中 核 市 

 

厚生労働省社会・援護局保護課長 

 

 

「生活保護問答集について」の一部改正について 

 

 

今般、「生活保護問答集について」（平成 21 年３月 31 日厚生労働省社会・援護

局保護課長事務連絡）の一部を別紙の新旧対照表のとおり改正し、令和３年 10

月１日から適用することとしたので、御了知の上、保護の実施に遺漏のないよう

御配慮願います。 
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（
新
旧
対
照
表
（
案
）
）
 

改
正
後
 

現
 
行
 

第
１
編
 
保
護
の
実
施
要
領
 

 第
１
～
８

 
略
 

 第
９

 
保
護
の
開
始
申
請
等
 

問
9
-
1 
略
 

問
9
－

2〔
代
理
人
に
よ
る
保
護
の
申
請
〕
 

 
代
理
人
に
よ
る
保
護
の
申
請
は
認
め
ら
れ
る

か
。
 

（
答
）
民
法
に
お
け
る
代
理
と
は
、
代
理
人
が
、

代
理
権
の
範
囲
で
、
代
理
人
自
身
の
判
断
で
い
か

な
る
法
律
行
為
を
す
る
か
を
決
め
、
意
思
表
示
を

行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
生
活

保
護
の
申
請
（
以
下
「
保
護
申
請
」
と
い
う
。）

は
、
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を

大
原
則
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仮
に
要
保

護
状
態
に
あ
っ
た
と
し
て
も
保
護
申
請
を
す
る

か
、
し
な
い
か
の
判
断
を
行
う
の
は
あ
く
ま
で
本

人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
代
理

人
が
判
断
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
 

ま
た
、
要
保
護
者
本
人
に
十
分
な
意
思
能
力
が

な
い
場
合
に
あ
っ
て
、
急
迫
し
た
状
況
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
法
第
25
 
条
の
規
定
に
よ

り
、
実
施
機
関
は
職
権
を
も
っ
て
保
護
の
種
類
、

程
度
及
び
方
法
を
決
定
し
、
保
護
を
開
始
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
代
理
人
に

よ
る
保
護
申
請
は
な
じ
ま
な
い
も
の
と
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

た
だ
し
、
成
年
被
後
見
人
（
被
保
佐
人
、
被
補

助
人
は
含
ま
な
い
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て

は
、
「
事
理
を
弁
識
す
る
能
力
を
欠
く
常
況
に
あ

る
」
こ
と
か
ら
、
保
護
申
請
に
係
る
判
断
能
力
が

第
１
編
 
保
護
の
実
施
要
領
 

 第
１
～
８

 
略
 

 第
９

 
保
護
の
開
始
申
請
等
 

問
9
-
1 
略
 

問
9
－

2〔
代
理
人
に
よ
る
保
護
の
申
請
〕
 

 
代
理
人
に
よ
る
保
護
の
申
請
は
認
め
ら
れ
る

か
。
 

（
答
）
民
法
に
お
け
る
代
理
と
は
、
代
理
人
が
、

代
理
権
の
範
囲
で
、
代
理
人
自
身
の
判
断
で
い
か

な
る
法
律
行
為
を
す
る
か
を
決
め
、
意
思
表
示
を

行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
生
活

保
護
の
申
請
は
、
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
大
原
則
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
仮
に
要
保
護
状
態
に
あ
っ
た
と
し
て
も
生
活

保
護
の
申
請
を
す
る
か
、
し
な
い
か
の
判
断
を
行

う
の
は
あ
く
ま
で
本
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
、
代
理
人
が
判
断
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
。
 

ま
た
、
要
保
護
者
本
人
に
十
分
な
意
思
能
力
が

な
い
場
合
に
あ
っ
て
、
急
迫
し
た
状
況
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
法
第
25
 
条
の
規
定
に
よ

り
、
実
施
機
関
は
職
権
を
も
っ
て
保
護
の
種
類
、

程
度
及
び
方
法
を
決
定
し
、
保
護
を
開
始
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
代
理
人
に
よ
る
保
護
申
請
は

な
じ
ま
な
い
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
な
お
、
本
人
が
自
ら
の
意
思
で
記
載
し
た
申
請

書
を
代
理
人
が
持
参
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
は
代
理
で
は
な
く
、
使
者
と
し
て
捉
え
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
申
請
は
有
効
と
な
る

の
で
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
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な
い
こ
と
、
成
年
後
見
人
に
代
理
権
が
付
与
さ
れ

て
い
る
「
財
産
に
関
す
る
す
べ
て
の
法
律
行
為
」

に
は
保
護
申
請
も
含
ま
れ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
等
か
ら
、
成
年
後
見
人
に
よ
る
保
護
申

請
に
つ
い
て
は
、
法
第
７
条
に
基
づ
く
有
効
な
も

の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
際
、
生

活
保
護
受
給
中
に
お
い
て
は
、
法
第
2
7
条
に
基
づ

く
指
導
・
指
示
の
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、
一
定
の

行
為
制
限
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
民
法
第

8
59
条
第

２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

8
24
条
た
だ
し

書
の
規
定
の
趣
旨
に
鑑
み
、
要
保
護
者
本
人
の
同

意
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
な
お
、
本
人
が
自
ら
の
意
思
で
記
載
し
た
申
請

書
を
代
理
人
が
持
参
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
は
代
理
で
は
な
く
、
使
者
と
し
て
捉
え
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
申
請
は
有
効
と
な
る

の
で
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
 

 第
1
0～

1
3 
略
 

 第
２
編
 
略
 

 

 第
1
0～

1
3 
略
 

 第
２
編
 
略
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